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は
じ
め
に
―
問
題
設
定
と
問
題
意
識

　
「
支
那
の
名
将
で
あ
る
楊
杰
が
北
平
で
総
指
揮
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

各
々
は
格
別
の
注
意
を
払
っ
て
、
く
れ
ぐ
れ
も
敵
を
侮
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に①

」
と

当
時
昭
和
天
皇
は
訓
告
を
発
し
た
と
い
う
。

　

当
時
と
は
ま
さ
に
国
民
党
軍
が
長
城
線
で
南
下
す
る
日
本
軍
と
対
峙
し
て
い
た

一
九
三
三
年
で
あ
る
。
中
国
側
で
は
長
城
抗
日
戦
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
戦
闘
は
、
五

月
三
一
日
に
両
国
が
塘
沽
で
華
北
停
戦
協
定
を
締
結
し
て
一
段
落
す
る
こ
と
に
な
る②

。

　

楊
杰
は
前
年
九
月
に
成
立
し
た
軍
事
委
員
会
北
平
分
会
委
員
と
な
っ
た
。
北
平
に

駐
屯
す
る
第
九
軍
団
総
指
揮
で
も
あ
っ
た
。
蒋
介
石
か
ら
軍
事
委
員
会
北
平
分
会
代

理
委
員
長
と
し
て
華
北
の
政
治
権
力
を
握
っ
て
い
た
張
学
良
を
助
け
て
最
前
線
で
の

指
揮
を
一
任
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
前
年
開
催
さ
れ
た
国
難
会
議
の
結
果
、
軍
事
委
員

会
参
謀
部
第
一
次
長
、
陸
軍
大
学
校
校
長
（
の
ち
に
教
育
長
）
に
任
命
さ
れ
て
も
い

た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
蒋
介
石
主
催
の
軍
事
会
議
で
、
何
応
欽
の
反
対
が
原
因
で
楊

杰
の
「
後
退
配
備
」
の
対
日
戦
略
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
そ
の

こ
と
が
原
因
で
激
情
に
駆
ら
れ
て
す
べ
て
の
職
務
を
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
い

う③

。

　

昭
和
天
皇
が
現
在
は
決
し
て
著
名
で
は
な
い
楊
杰
を
警
戒
し
た
理
由
は
い
た
っ
て

簡
単
で
あ
る
。
天
皇
自
ら
が
楊
杰
と
面
識
が
あ
り
、
有
能
な
人
材
だ
と
知
っ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
天
皇
は
摂
政
当
時
の
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
一
一
月
二
九
日
、

陸
軍
大
学
校
卒
業
式
に
臨
席
し
て
い
る
。
楊
杰
は
優
秀
学
生
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
御

下
賜
品
を
授
与
さ
れ
て
い
た
。
か
れ
は
日
本
の
陸
軍
大
学
校
卒
業
生
な
の
だ
っ
た
。

　

本
稿
は
楊
杰
に
よ
る
南
京
国
民
政
府
時
期
の
陸
軍
大
学
校
（
以
下
、
陸
大
と
略
す
）

運
営
に
つ
い
て
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
ま
ず

以
下
で
、
本
稿
の
基
と
な
る
問
題
意
識
を
簡
潔
に
で
は
あ
る
が
明
ら
か
に
し
て
お
き

た
い
。
次
に
楊
杰
が
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
は
後
述
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
本
論

と
関
わ
る
研
究
史
に
も
触
れ
て
お
こ
う
。

　

二
〇
世
紀
の
中
国
（
清
朝
・
中
華
民
国
・
中
華
人
民
共
和
国
）
は
戦
争
と
革
命
と
が

連
続
し
た
百
年
だ
っ
た
。
戦
争
と
革
命
と
が
勃
発
し
た
り
連
続
的
に
発
生
し
た
り
し

た
の
は
、
あ
る
面
か
ら
見
れ
ば
中
国
が
近
代
国
民
国
家
建
設
の
た
め
に
統
一
と
統
合

の
道
を
模
索
し
続
け
た
か
ら
だ
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
近
代
化
完
遂
の

た
め
の
産
み
の
苦
し
み
で
も
あ
っ
た
。

　

国
家
統
合
の
た
め
に
は
種
々
の
分
野
と
要
素
と
が
近
代
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ

た
。近
代
化
さ
れ
る
べ
き
あ
る
一
分
野
と
軍
事
教
育
と
の
間
に
は
深
い
関
係
が
あ
る
。

近
代
国
民
国
家
の
形
成
に
は
、
政
治
経
済
、
文
化
の
近
代
化
が
必
要
に
な
る
。
近
代

化
を
達
成
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
要
素
の
一
つ
と
し
て
、
教
育
に
よ
る
均
質
化
さ
れ

た
意
識
を
有
す
る
国
民
の
創
造
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
民
の
創
造
の
た
め
の

文
化
要
素
は
、
言
語
の
共
通
化
や
伝
統
や
祖
先
伝
説
の
共
有
化
、
民
族
の
創
造
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
ら
を
複
合
的
に
同
時
進
行
さ
せ
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
こ
そ
が

教
育
の
場
で
あ
ろ
う
。
平
時
で
は
一
般
の
学
校
教
育
で
あ
り
、
戦
時
に
は
軍
隊
組
織
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と
そ
の
教
育
シ
ス
テ
ム
が
そ
れ
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

総
じ
て
、「
国
民
の
創
出
に
は
近
代
の
『
常
識
』
が
必
要
で
、
そ
れ
を
制
度
化
す

る
装
置
が
学
校
と
軍
隊
で
あ
る
。
二
つ
が
先
兵
と
な
り
、
近
代
国
家
を
形
成
す
る
。

イ
コ
ン
の
裏
表
に
な
っ
て
い
る
。
教
育
が
共
通
項
で
あ
る
。
同
一
年
齢
の
人
々
が
多

数
集
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
も
特
異
で
あ
る
。
イ
コ
ン
の
表
に
日
常
的
な
学
校

が
、
裏
に
は
非
日
常
的
な
軍
隊
が
存
在
す
る
。
戦
時
下
に
お
い
て
は
、
こ
の
立
場
は

逆
転
す
る
。
近
代
の
常
識
は
、
科
学
・
学
習
・
健
康
・
衛
生
・
能
力
主
義
・
立
身
出

世
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
学
校
と
軍
隊
の
課
題
で
も
あ
る④

」と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

陸
大
は
軍
事
学
を
学
ぶ
た
め
の
最
高
学
府
で
あ
り
、
高
級
将
校
と
参
謀
の
養
成
が

基
本
的
な
教
育
目
的
だ
っ
た
。
近
代
中
国
に
お
い
て
陸
大
は
、
清
朝
末
期
か
ら
中
華

人
民
共
和
国
成
立
直
前
（
一
九
〇
六
年
か
ら
四
九
年
）
ま
で
、
三
つ
の
異
な
る
政
権
下

で
四
三
年
間
存
続
し
続
け
た
。
政
権
が
交
替
し
て
も
陸
大
が
廃
校
や
中
断
し
な
か
っ

た
理
由
は
、
各
政
権
が
み
な
陸
大
を
重
要
視
し
て
い
た
か
ら
だ
と
推
察
で
き
る
だ
ろ

う
。
時
の
経
過
と
と
も
に
そ
の
必
要
性
が
増
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
第
一
次
世

界
大
戦
か
ら
戦
争
自
体
が
大
規
模
化
・
長
期
化
し
て
銃
後
の
国
民
全
体
を
動
員
す
る

総
力
戦
化
し
た
。
単
な
る
軍
事
学
の
範
疇
を
超
え
た
幅
広
い
総
合
的
な
知
識
を
持
つ

専
門
家
（
職
業
軍
人
）
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
西
欧
に
お
い
て
は
職
業
分
化
に
よ
る
専
門
職
化
が
近
代
と
い
う
時
代
の
到
来

と
と
も
に
進
行
し
た
も
の
の
、
こ
と
中
国
、
具
体
的
に
は
清
朝
に
お
い
て
は
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
定
着
が
遅
れ
た
。
科
挙
で
選
抜
さ
れ
た
文
官
が
世
を
治
め
る

シ
ス
テ
ム
が
完
備
し
て
い
た
こ
と
が
主
要
な
原
因
で
あ
ろ
う
。
政
治
権
力
と
軍
事
権

力
と
の
未
分
化
は
、
近
代
中
国
社
会
の
特
徴
の
一
つ
だ
っ
た
。
と
は
い
え
、
日
本
と

同
様
に
中
国
で
も
職
業
軍
人
と
な
る
こ
と
が
立
身
出
世
の
階
梯
の
一
つ
と
な
っ
た
こ

と
も
、
否
定
し
き
れ
な
い
事
実
な
の
で
あ
る
。
職
業
軍
人
の
社
会
的
地
位
が
ど
う
変

遷
し
た
の
か
も
非
常
に
興
味
深
い
。

　

と
す
る
な
ら
ば
、
近
代
中
国
理
解
の
一
環
と
し
て
、
軍
事
教
育
史
の
研
究
の
必
要

性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
特
に
、
陸
大
・
黄
埔
軍
校
（
国
民
党
陸
軍
軍
官
学
校
・
中
央
陸
軍

軍
官
学
校
）・
保
定
陸
軍
軍
官
学
校
は
歴
史
的
影
響
力
も
あ
る
か
ら
、
校
史
以
外
に
教

育
内
容
や
教
育
目
標
の
達
成
度
な
ど
の
教
学
の
側
面
、
教
官
や
学
生
、
卒
業
生
と
い

う
人
的
側
面
な
ど
、
多
面
的
な
研
究
の
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
南
京
国
民
政
府
時
期
の
陸
大
の
発
展
と
楊
杰
校
長
、
の
ち
に
教
育
長

は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
。
第
一
に
、
楊
杰
の
任
期
が
一
九
三
二
年

か
ら
三
七
年
と
非
常
に
長
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
間
楊
杰
が
陸
大
運

営
に
ず
っ
と
か
か
り
っ
き
り
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
積
極
的
に
運
営
に
乗
り
出
す

の
は
、
欧
州
軍
事
視
察
か
ら
帰
国
す
る
一
九
三
五
年
か
ら
で
あ
る
。
単
に
任
期
が
長

い
だ
け
で
な
か
っ
た
。
楊
杰
自
ら
が
陸
大
運
営
の
統
括
者
と
な
る
こ
と
に
誇
り
を
感

じ
て
い
た
。
そ
の
言
論
か
ら
は
、
陸
大
経
営
へ
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
意
気
込
み
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
こ
で
楊
杰
に
関
す
る
研
究
書
で
あ
る
が
、
ま
っ
さ
き
に
楊
徳
慧
『
楊
杰
将
軍
思

想
研
究⑤

』
と
同
著
者
に
よ
る
『
楊
杰
将
軍
伝⑥

』
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
者

は
著
者
楊
徳
慧
の
楊
杰
に
関
す
る
学
術
論
文
を
並
列
し
た
研
究
書
で
あ
り
、
後
者
は

同
一
著
者
に
よ
る
唯
一
の
専
門
的
な
伝
記
で
あ
る
。
前
者
の
研
究
を
基
に
内
容
を
伝

記
に
構
成
し
直
し
て
い
る⑦

。

　

後
者
の
伝
記
か
ら
は
、
文
脈
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
著
者
の
歴
史
問
題
（
こ
の
場

合
は
国
共
両
党
間
の
問
題
）
へ
の
配
慮
が
読
み
取
れ
る
。
国
民
党
の
軍
事
戦
略
家
と
し

て
蒋
介
石
の
知
恵
袋
と
し
て
の
経
歴
が
あ
っ
た
事
実
に
関
し
て
、
著
者
は
特
別
に
注

意
を
払
っ
て
慎
重
に
叙
述
し
て
い
る
。
伝
記
の
序
に
は
、
こ
う
し
た
苦
労
が
記
さ
れ

て
い
る
。
出
版
年
か
ら
し
て
、
や
む
を
え
な
い
時
代
的
制
約
が
あ
っ
た
の
だ
と
判
断

で
き
る
。
た
だ
し
使
用
し
て
い
る
史
料
は
一
〇
余
年
の
歳
月
を
か
け
て
閲
覧
と
聞
き

取
り
に
よ
り
収
集
し
た
も
の
で
、
日
記
な
ど
筆
者
未
見
の
一
次
史
料
も
利
用
さ
れ
て

お
り
、
依
拠
す
べ
き
箇
所
は
多
い
。

　

上
記
研
究
以
外
に
注
目
す
べ
き
は
戴
玉
琴
「
楊
杰
学
案
」
で
あ
る⑧

。
楊
杰
の
略
歴
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と
主
要
著
作
の
概
要
を
摘
載
す
る
と
と
も
に
、
代
表
的
著
述
と
先
行
研
究
の
一
覧
が

末
尾
に
付
し
て
あ
る
。
管
見
の
限
り
で
あ
る
が
、
上
記
以
外
で
は
参
考
に
値
す
る
よ

う
な
先
行
研
究
が
存
在
し
な
い⑨

。

　

陸
大
に
関
連
す
る
刊
行
史
料
は
、
江
蘇
文
史
資
料
編
輯
部
編
『
民
国
時
期
的
陸
軍

大
学⑩

』
の
一
冊
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
回
想
録
な
ら
ば
、
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
全

国
委
員
会
文
史
資
料
委
員
会
編
『
文
史
資
料
存
稿
選
編
』
一
六　

軍
事
機
構
（
下
）⑪

に

ま
と
ま
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
郭
汝
瑰
『
郭
汝
瑰
回
憶
録⑫

』
も
一
節
を
陸
大

に
割
い
て
い
る
。

　

保
定
・
黄
埔
・
陸
大
の
三
大
軍
事
学
校
史
の
研
究
は
、
黄
埔
軍
校
の
研
究
は
政
治

的
な
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
海
峡
両
岸
で
一
定
の
蓄
積
が
あ
る⑬

。
保
定
軍
校

研
究
は
最
近
の
中
国
で
着
実
に
成
果
が
あ
が
っ
て
い
る⑭

。
残
念
な
が
ら
、
陸
大
研
究

に
到
っ
て
は
未
展
開
状
態
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
研
究
史
を
紐
解
い
て
み
て
も
、
現
状

で
は
陸
大
の
研
究
は
極
め
て
少
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
一
部
法
規
関
係
と
回
想

録
を
除
い
て
は
史
料
面
で
も
刊
行
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
は
な
は
だ
心
許
な
い
現
状
で

あ
る⑮

。
中
国
大
陸
と
台
湾
で
は
、
近
代
中
国
、
主
と
し
て
清
末
に
つ
い
て
は
、
軍
事

史
と
軍
事
思
想
史
の
分
野
で
研
究
成
果
が
あ
が
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
陸
大
の
よ
う

に
、
民
国
時
期
の
特
に
国
民
党
に
関
す
る
分
野
は
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
現
在

で
も
政
治
的
に
敏
感
な
領
域
で
あ
る
事
情
も
多
分
に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る⑯

。

　

な
お
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
陸
大
発
行
の
学
術
雑
誌
で
あ
る
『
陸
大
月
刊⑰

』

を
使
用
し
、
楊
杰
の
言
論
や
陸
大
の
法
規
を
参
照
し
た
。

第
一
章　

楊
杰
と
陸
大
と
の
関
係

　

楊
杰
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
陸
大
校
長

（
の
ち
に
教
育
長
）
を
離
任
す
る
ま
で
の
略
歴
を
事
項
年
譜
形
式
で
示
す
。
次
に
陸
大

が
ど
の
よ
う
な
時
期
に
さ
し
か
か
っ
た
時
に
楊
杰
が
陸
大
経
営
を
委
託
さ
れ
た
の
か

を
観
て
お
く
。

一
．
陸
大
校
長
（
教
育
長
）
就
任
ま
で
の
楊
杰
略
歴⑱

一
八
八
九
（
光
緒
一
五
）
年

雲
南
省
大
理
県
に
て
誕
生
。
父
楊
漢
章
、
母
徐
氏
の
次
男
と
し
て
。

一
九
〇
六
（
光
緒
三
二
）
年

雲
南
陸
軍
小
学
堂
に
入
学
。

一
九
〇
七
（
光
緒
三
三
）
年

北
洋
陸
軍
速
成
学
堂
に
進
学
。

一
九
〇
九
（
宣
統
元
）
年

日
本
の
陸
軍
士
官
予
備
学
校
（
振
武
学
堂
）
に
留
学
。

一
九
一
〇
（
宣
統
二
）
年

陸
軍
士
官
学
校
砲
兵
科
に
入
学
。
翌
年
、
辛
亥
革
命
の
勃
発
に
よ
り
速
成
方
式
で
卒

業
し
て
帰
国
。

一
九
一
二
（
中
華
民
国
元
年
）
年
〜
二
〇
年

こ
の
間
、
上
海
や
雲
南
・
四
川
で
軍
功
を
挙
げ
る
。
重
慶
衛
戊
司
令
官
、
雲
南
講
武

堂
騎
兵
科
長
な
ど
を
歴
任
。
護
国
戦
争
に
も
参
加
し
、
大
総
統
府
軍
事
諮
議
兼
陸
軍

部
顧
問
と
な
る
。

一
四
年
に
は
同
郷
の
周
益
村
の
紹
介
で
趙
舒
益
の
長
女
で
あ
る
趙
丕
頎
と
結
婚
し
て

い
る
。

一
九
二
一
年

日
本
の
陸
軍
士
官
学
校
へ
の
留
学
生
派
遣
の
た
め
の
監
督
と
し
て
渡
日
。

翌
年
、
自
費
で
日
本
の
陸
軍
大
学
校
に
入
学
す
る
。

一
九
二
四
年

陸
軍
大
学
校
を
卒
業
し
、
帰
国
す
る
。
国
民
軍
第
三
軍
参
謀
長
と
な
る
。
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一
九
二
六
年

国
民
革
命
軍
第
六
軍
総
参
議
、
国
民
革
命
軍
第
十
七
師
師
長
と
な
る
。

一
九
二
七
年

四
月
に
南
京
国
民
政
府
が
成
立
。
国
民
革
命
軍
第
六
軍
副
軍
長
、
第
一
八
軍
軍
長
と

な
り
、
一
〇
月
に
軍
事
委
員
会
委
員
の
一
人
と
な
る
。

一
九
二
八
年

軍
事
委
員
会
委
員
、
弁
公
庁
主
任
。
国
民
革
命
軍
総
司
令
行
営
主
任
兼
第
一
集
団
軍

総
参
謀
長
。

一
九
二
九
年

四
月
、
陸
海
空
軍
総
司
令
行
営
総
参
謀
長
と
し
て
蒋
桂
戦
争
の
作
戦
を
立
案
。

一
〇
月
、
蒋
馮
戦
争
時
に
は
討
逆
軍
第
十
軍
軍
長
兼
右
翼
軍
正
指
揮
官
に
任
命
さ
れ

る
。

一
二
月
、
唐
生
智
反
蒋
に
際
し
て
は
陸
海
空
軍
総
司
令
行
営
主
任
と
し
て
総
司
令
の

職
権
を
代
行
す
る
。

一
九
三
〇
年

二
月
、
寧
鎮
澄
淞
四
路
要
塞
司
令
。

五
月
、
中
原
大
戦
時
に
、
第
一
集
団
軍
総
参
謀
長
、
第
二
砲
兵
集
団
総
指
揮
と
し
て

前
線
へ
出
陣
す
る
。

七
月
、
妻
趙
丕
頎
上
海
で
病
死
の
知
ら
せ
を
陣
中
で
聴
く
。

一
二
月
、
中
原
大
戦
終
結
。
囲
剿
戦
を
巡
る
蒋
介
石
と
の
意
見
対
立
か
ら
、
部
隊
を

離
れ
て
上
海
へ
。

一
九
三
一
年

蒋
介
石
の
下
野

国
民
党
四
期
一
中
全
会
開
催
で
、
中
央
執
行
委
員
会
委
員
、
国
民
政
府
中
央
陸
軍
大

学
校
校
長
（
の
ち
教
育
長
）。

一
九
三
二
年

国
難
会
議
で
軍
事
委
員
会
参
謀
次
長
、
国
民
政
府
中
央
陸
軍
大
学
校
長
（
の
ち
に
教

育
長
）
に
な
る
。

一
九
三
三
年

第
九
軍
団
司
令
官
と
し
て
、
長
城
抗
日
戦
指
揮
。

国
防
設
計
委
員
会
国
防
軍
備
専
門
員
委
員
会
委
員
。

一
〇
月
末
、
欧
州
軍
事
考
察
団
団
長
と
し
て
欧
州
各
国
を
視
察
。

イ
タ
リ
ア
↓
ド
イ
ツ
↓
オ
ー
ス
ト
リ
ア
↓
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
↓
ト
ル
コ
↓
ソ
連
↓

ポ
ー
ラ
ン
ド
↓
ド
イ
ツ
↓
オ
ラ
ン
ダ
↓
ベ
ル
ギ
ー
↓
ス
イ
ス
↓
フ
ラ
ン
ス
↓
イ
ギ
リ

ス
↓
デ
ン
マ
ー
ク
↓
ノ
ル
ウ
ェ
ー
↓
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

一
九
三
四
年

九
月
、
欧
州
視
察
よ
り
帰
国
。『
欧
州
各
国
軍
事
視
察
報
告
』
を
執
筆
。

参
謀
本
部
参
謀
次
長
、
総
長
代
理
、
陸
軍
大
学
校
教
育
長
、
城
塞
組
長
、
防
空
委
員

会
主
任
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

一
九
三
五
年

陸
大
学
友
社
副
社
長
（
社
長
は
蒋
介
石
）
と
な
る
。

軍
事
委
員
会
行
営
陸
軍
整
理
処
研
究
会
委
員
。

国
防
設
計
委
員
会
国
防
軍
備
専
門
員
委
員
会
委
員
。

軍
事
委
員
会
資
源
委
員
会
委
員
。

陸
軍
中
将
と
な
る
。

廬
山
暑
期
軍
官
訓
練
団
団
副
と
し
て
講
話
。

一
九
三
六
年

陸
大
教
育
長
と
し
て
の
行
動
が
主
な
一
年
間
。

一
九
三
七
年

九
月
、
ソ
連
の
軍
事
援
助
を
得
る
た
め
、
軍
事
代
表
団
団
長
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
に
派

遣
さ
れ
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
陸
大
教
育
長
の
職
務
を
辞
す
。

中
華
民
国
全
権
代
表
と
し
て
二
度
、
借
款
協
定
書
に
調
印
す
る
。
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陸
軍
上
将
と
な
る
。

一
九
三
八
年

引
き
続
き
ソ
連
に
留
ま
り
、
交
渉
に
あ
た
る
。

軍
令
部
次
長
と
な
る
が
、
着
任
せ
ず
。

八
月
、
特
命
全
権
駐
ソ
大
使
と
な
る
。

　

楊
杰
が
生
粋
の
軍
人
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
最
初
は
留
学
生
と
し
て

清
朝
末
期
に
渡
日
し
て
い
る
。
二
度
目
は
雲
南
省
士
官
候
補
留
学
生
の
監
督
と
し
て

家
族
で
来
日
し
た
。か
れ
自
身
も
軍
事
学
を
極
め
る
強
い
思
い
を
如
何
と
も
し
難
く
、

つ
い
に
自
費
で
陸
大
に
入
学
し
卒
業
し
た
。
こ
の
よ
う
に
二
度
の
日
本
滞
在
経
験
が

あ
る
。
二
度
と
も
軍
事
学
を
学
び
、
最
終
学
歴
は
日
本
の
陸
大
卒
で
あ
る
。
官
費
で

な
く
、
私
費
で
入
学
し
た
と
こ
ろ
が
ひ
と
味
も
ふ
た
味
も
異
な
る
。
優
秀
な
成
績
で

表
彰
さ
れ
て
い
る
。
陸
大
卒
と
い
う
学
歴
を
持
っ
て
帰
国
し
、
軍
の
参
謀
長
や
軍
長

と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

国
民
革
命
軍
で
実
際
に
大
部
隊
を
指
揮
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
参
謀
と
し
て
作
戦

を
立
案
し
た
。
こ
の
よ
う
に
実
戦
を
経
験
し
た
人
物
は
、
ま
さ
に
教
育
者
と
し
て
う

っ
て
つ
け
で
あ
ろ
う
。
軍
事
理
論
家
・
戦
略
家
と
評
価
さ
れ
る
の
も
う
な
ず
け
る
。

二
．
陸
大
の
時
期
区
分
と
楊
杰
時
期
の
陸
大

　

政
権
の
変
遷
と
の
関
連
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
陸
大
は
以
下
の
五
つ
の
時
期
に
大

区
分
で
き
る
。

　

陸
大
の
起
源
は
清
末
に
遡
及
で
き
る
。
袁
世
凱
が
清
朝
中
枢
部
と
の
駆
け
引
き
で

創
設
を
既
成
事
実
化
し
た
。
一
九
〇
六
（
光
緒
三
二
）
年
の
陸
軍
行
営
軍
官
学
堂
が

そ
れ
で
あ
る
。
五
月
に
保
定
で
開
校
し
た
。
陸
軍
予
備
大
学
堂
、
陸
軍
大
学
校
と
名

称
が
変
更
さ
れ
た
。
辛
亥
革
命
後
に
所
在
地
は
保
定
か
ら
北
京
へ
移
さ
れ
、
参
謀
本

部
の
直
轄
と
な
っ
た
。
教
育
計
画
と
科
目
の
時
間
割
合
は
招
聘
さ
れ
た
日
本
人
総
教

官
が
決
定
し
て
い
た
。
第
一
、二
期
生
が
卒
業
し
た
。
一
九
〇
六
年
か
ら
一
三
年
ま

で
は
創
立
時
期
で
あ
る
。

　

一
九
一
四
年
か
ら
二
八
年
の
北
京
政
府
時
期
に
は
北
京
に
置
か
れ
、「
陸
軍
大
学

校
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
組
織
原
則
と
教
育
制
度
が
明
確
化
さ
れ
た
。
政
権
担
当
派

閥
が
短
期
間
に
交
替
す
る
政
治
情
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
陸
大
の
運
営
は
維
持
さ
れ

た
。
第
七
期
生
ま
で
が
卒
業
し
た
。

　

一
九
二
九
年
か
ら
三
七
年
が
南
京
国
民
政
府
時
期
で
あ
る
。
南
京
国
民
政
府
の
成

立
、
北
伐
の
継
続
と
国
民
革
命
軍
に
よ
る
一
九
二
八
年
の
北
京
占
領
と
い
う
一
連
の

新
情
勢
に
よ
り
、
陸
大
は
北
京
政
府
か
ら
南
京
国
民
政
府
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
一
時
期
を
除
き
、
蒋
介
石
が
校
長
を
兼
任
し
た
。
そ
の
後
、
蒋
介
石

の
主
導
下
で
一
九
三
〇
年
に
陸
大
の
移
転
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
一
九
三
二
年

に
、
陸
大
は
北
京
か
ら
南
京
に
所
在
地
を
移
す
の
で
あ
る
。「
教
育
綱
領
」、「
陸
軍

大
学
組
織
法
」
が
発
布
さ
れ
、
教
学
方
針
、
内
容
、
目
的
な
ど
は
南
京
国
民
政
府
の

政
治
目
的
に
合
致
す
る
よ
う
に
修
正
と
明
確
化
が
図
ら
れ
た
。
楊
杰
は
ち
ょ
う
ど
こ

の
と
き
に
陸
大
経
営
を
任
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
日
中
の
本
格
的
衝
突
ま
で
の
数
年

間
は
、
南
京
国
民
政
府
が
近
代
国
家
建
設
を
積
極
的
に
推
進
し
、
経
済
成
長
を
持
続

さ
せ
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
期
間
で
あ
る
こ
と
も
明
記
し
て
お
き
た
い
。

　

一
九
三
八
年
か
ら
四
五
年
は
抗
戦
時
期
で
あ
る
。
政
府
が
重
慶
に
遷
都
し
て
重
慶

国
民
政
府
が
成
立
す
る
。
陸
大
は
軍
令
部
の
管
轄
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

南
京
か
ら
長
沙
、
遵
義
、
そ
し
て
最
後
に
重
慶
に
移
動
す
る
。

　

国
共
内
戦
時
期
は
一
九
四
七
年
か
ら
四
九
年
で
あ
る
が
、
四
五
年
に
国
民
政
府
は

「
陸
軍
大
学
組
織
法
」
を
公
布
し
て
組
織
を
改
編
し
た
。
た
だ
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
の

制
度
に
倣
い
国
防
部
が
成
立
、
軍
事
教
育
制
度
も
大
幅
に
変
革
さ
れ
る
。
陸
大
も
国

防
大
学
、
参
謀
学
校
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
両
校
の
創
立
準
備
中
だ
っ
た
が⑲

、

国
民
政
府
の
台
湾
移
転
に
よ
り
大
陸
で
の
生
涯
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
る
。
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第
二
章　

楊
杰
時
代
の
陸
大

　

本
章
で
は
、
三
方
面
か
ら
楊
杰
に
よ
る
陸
大
経
営
状
況
を
検
証
し
て
み
た
い
。
最

初
に
陸
大
の
組
織
・
教
学
の
概
要
と
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。
次
い
で
兵
学
研

究
院
の
設
置
目
的
と
内
容
を
分
析
す
る
。
最
後
に
陸
大
発
行
の
学
術
雑
誌
『
陸
大
月

刊
』
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

一
．
南
京
国
民
政
府
時
期
の
陸
大
の
概
要
と
状
況

　

南
京
国
民
政
府
成
立
後
、
一
九
二
八
年
北
伐
軍
が
北
京
を
占
領
す
る
と
す
ぐ
に
蒋

介
石
は
自
ら
陸
大
校
長
と
な
り
、
劉
光
に
校
務
を
代
行
さ
せ
た
。
そ
し
て
九
月
に
第

八
期
学
生
を
復
学
さ
せ
た
。
年
末
に
は
黄
慕
松
を
副
校
長
と
し
て
派
遣
し
、
周
斌
を

教
育
長
に
し
て
、
校
務
を
処
理
さ
せ
た
。
同
時
に
第
九
期
学
生
と
特
別
班
第
一
期
学

生
が
入
学
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
学
生
数
を
急
増
さ
せ
た
た
め
に
教
官
不
足
が
発

生
し
た
。
そ
こ
で
新
規
に
着
任
し
た
ド
イ
ツ
人
顧
問
を
教
官
に
充
填
し
て
い
る
。
ま

た
楊
杰
自
身
も
数
ヶ
月
間
特
別
教
員
と
し
て
「
大
軍
統
帥
」
を
講
義
し
た
と
い
う⑳

。

こ
う
し
た
一
連
の
対
応
を
観
れ
ば
、
南
京
国
民
政
府
側
は
陸
大
を
必
要
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
存
在
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

一
九
三
〇
年
末
に
、
南
京
へ
の
移
転
が
決
定
し
た
。
こ
れ
は
陸
大
を
首
都
南
京
に

配
置
し
厳
格
に
管
理
し
よ
う
と
い
う
国
民
政
府
の
意
思
表
示
だ
っ
た
。
こ
う
し
て

陸
大
は
一
九
三
二
年
一
月
に
北
京
か
ら
南
京
へ
「
引
っ
越
し
」
し
た
。
所
在
地
は
南

京
薛
家
巷
（
の
ち
の
漢
口
路
）
屈
子
祠
で
、
も
と
軍
政
部
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

楊
杰
が
校
長
と
な
り
、
王
澤
民
が
教
育
長
に
任
じ
ら
れ
た
。

　

職
員
に
は
、「
校
長
・
教
育
長
・
教
務
主
任
・
招
請
兵
学
教
官
・
兵
学
教
官
・
兵

学
補
助
教
官
・
教
官
・
編
譯
主
任
・
編
譯
官
・
副
官
・
軍
需
・
軍
医
・
獣
医
・
秘
書
・

書
記
」
が
い
た㉑

。

　

教
育
長
は
「
校
長
の
命
令
を
承
け
て
、
教
官
と
編
譯
官
（
編
集
と
翻
訳
と
を
担
当
）、

教
育
に
携
わ
る
職
員
を
統
率
し
て
、
教
育
計
画
の
実
施
と
研
究
に
関
わ
る
事
務
の

任
に
当
た
ら
せ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
欧
州
視
察
か
ら
帰
国
後
、
一
九
三
四
年

一
二
月
か
ら
蒋
介
石
が
校
長
に
な
り
、
楊
杰
は
教
育
長
に
な
っ
た
。
楊
杰
教
育
長
は

蒋
介
石
校
長
の
代
理
と
し
て
教
職
員
を
統
率
し
て
教
育
全
般
を
統
括
し
た㉒

。

　

募
集
定
員
は
正
規
班
定
員
が
一
〇
〇
名
で
、
修
学
期
間
は
三
年
だ
っ
た
。
他
に
特

別
班
が
あ
っ
た
。
六
〇
か
ら
一
〇
〇
名
が
定
員
で
、
修
学
期
間
は
三
年
だ
っ
た
。
正

規
班
の
学
力
要
求
に
到
達
し
な
か
っ
た
者
と
地
方
軍
中
の
少
将
以
上
の
軍
官
で
、
参

謀
本
部
の
審
査
通
過
後
、
蒋
介
石
が
入
学
を
許
可
す
れ
ば
合
格
で
き
た
。

　

正
規
班
の
入
学
資
格
は
、「
現
役
の
歩
、
騎
、
砲
、
工
、
輜
重
等
の
兵
科
の
軍
官
で
、

国
内
外
の
陸
軍
士
官
学
校
、
も
し
く
は
そ
れ
と
同
等
の
学
校
に
一
年
半
以
上
在
籍
し

た
学
歴
を
有
す
る
こ
と
。
あ
る
い
は
国
内
外
の
軍
事
航
空
学
校
を
卒
業
し
た
現
役
の

航
空
軍
官
で
あ
る
こ
と
。
二
年
以
上
服
役
し
た
こ
と
の
あ
る
少
校
以
下
中
尉
以
上
だ

っ
た
軍
官
で
、
現
在
は
欠
員
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
品
行
方
正
で
、
身
体
堅
強
な
将

来
有
用
な
人
材
に
な
り
た
い
と
希
望
す
る
三
〇
歳
以
下
の
者
」と
規
定
さ
れ
て
い
た㉓

。

当
時
入
学
が
認
め
ら
れ
て
い
た
出
身
軍
事
学
校
は
、保
定
軍
校
・
中
央
（
黄
埔
）
軍
校
・

雲
南
講
武
堂
・
東
北
講
武
堂
・
西
北
軍
校
・
河
北
軍
事
政
治
学
校
（
商
震
の
管
理
下
）・

太
原
軍
校
（
閻
錫
山
の
管
理
下
）・
日
本
陸
軍
士
官
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
だ
っ

た
。
日
本
以
外
に
外
国
の
軍
事
学
校
名
が
挙
が
っ
て
い
な
い
の
は
、
現
実
的
に
日
本

以
外
の
外
国
の
士
官
学
校
卒
業
生
が
ご
く
わ
ず
か
し
か
い
な
か
っ
た
だ
け
に
す
ぎ
な

い
。
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表
一　

陸
軍
大
学
校
在
学
期
間
お
よ
び
卒
業
生
数
（
楊
杰
在
職
時
期
）㉔

期
区
分

在
校
期
間

卒
業
生
数

聴
講
生
数

総
卒
業
生
数

正
規
班

第
一
〇
期

三
二
年
四
月
―
三
五
年
四
月

九
一
（
九
八
）

五

九
一
（
一
〇
三
）

第
一
一
期

三
二
年
一
二
月
―
三
五
年
一
二
月

九
六

八

一
〇
四

第
一
二
期

三
三
年
一
一
月
―
三
六
年
一
一
月

六
五

一
四

七
九

特
別
班

第
二
期

三
四
年
一
二
月
―
三
七
年
八
月

一
三
三

一
三
三

第
一
三
期

三
五
年
四
月
―
三
七
年
一
二
月

一
〇
九
（
一
〇
八
）

一
〇
九
（
一
〇
八
）

第
一
四
期

三
五
年
一
二
月
―
三
八
年
七
月

八
七
（
追
加
一
人
）

八
七
（
九
〇
）

第
一
五
期

三
六
年
一
二
月
―
三
八
年
一
〇
月

一
二
二
（
一
一
一
）

一
二
二
（
一
一
一
）

特
別
班

第
三
期

三
六
年
一
二
月
―
三
八
年
一
〇
月

一
一
三

未
卒
一
六

一
一
三

　

楊
杰
時
期
の
在
校
生
数
を
入
学
順
に
し
た
の
が
表
一
で
あ
る
。
第
一
〇
、一
一
期

生
は
ほ
ぼ
定
員
数
が
入
学
し
て
い
る
。
第
一
二
期
生
は
入
学
学
生
数
は
六
五
人
で
最

少
だ
が
、
在
学
生
総
数
か
ら
す
れ
ば
最
多
だ
っ
た
。
第
一
三
期
か
ら
聴
講
生
に
も
正

規
班
と
同
様
に
卒
業
証
書
を
発
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
別
班
は
二
、三
期
と
も

に
大
幅
に
定
員
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
学
生
数
は
増
加
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
学
生
数
の
増
加
と
班
（
ク
ラ
ス
）
単
位
で
実
施
す
る
重
要
課
目
（
戦
術
科
目
な
ど
）

の
収
容
定
員
を
増
や
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
ク
ラ
ス
の
定
員
を
増
や
し
す
ぎ
れ
ば
教

授
能
力
も
低
下
し
て
学
生
の
理
解
度
、
習
得
率
も
低
下
す
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
教
官

の
増
員
が
必
要
に
な
っ
た
一
因
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

入
学
者
選
抜
試
験
は
初
試
（
第
一
次
試
験
）
と
履
試
（
第
二
次
試
験
）
の
二
回
実
施

さ
れ
た
。
入
学
資
格
を
有
す
る
軍
官
が
所
属
単
位
の
推
薦
を
受
け
て
軍
事
委
員
会
に

送
ら
れ
、
参
謀
本
部
が
主
催
し
て
選
抜
試
験
を
実
施
し
た
。
初
試
の
受
験
有
資
格
者

は
各
軍
お
よ
び
行
営
で
、
ま
た
は
中
央
各
軍
事
機
関
と
中
央
軍
校
高
級
班
等
は
軍
校

の
講
堂
で
実
施
さ
れ
た
。
履
試
に
は
各
師
（
団
）
か
ら
二
名
の
初
試
合
格
者
を
推
薦

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
初
試
の
答
案
を
南
京
の
参
謀
本
部
に
送
付
し
、
審
査
に
合
格

し
た
志
願
者
が
参
加
で
き
た
。
参
謀
本
部
が
組
織
し
た
陸
軍
大
学
考
試
委
員
会
が
主

催
し
、
筆
記
試
験
は
南
京
の
中
央
軍
校
の
講
堂
で
実
施
さ
れ
、
答
案
は
密
封
さ
れ
る
。

面
接
も
実
施
さ
れ
た㉕

。

　

楊
杰
の
教
育
方
針
は
「
国
家
を
守
護
す
る
人
材
で
、
党
国
の
命
脈
を
託
す
こ
と
が

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
民
族
の
興
亡
も
ま
た
負
う
こ
と
が
で
き
る
、
優
秀
な
将
校
と

幕
僚
を
養
成
す
る
」
こ
と
だ
っ
た
。
知
能
兼
備
の
士
、
統
帥
者
と
し
て
の
人
格
の
確

立
を
求
め
た
。「
詳
細
に
学
術
を
研
究
す
る
こ
と
と
、
道
徳
的
人
格
の
修
養
の
両
立
」

を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
武
徳
（
自
己
の
才
能
と
学
識
の
す
べ
て
を
国
家
に
捧
げ
る

姿
勢
）」
も
追
求
し
た
。
大
兵
団
で
の
作
戦
実
行
可
能
な
具
体
的
で
完
備
し
た
戦
闘

原
理
・
原
則
を
深
く
理
解
し
て
お
り
、
戦
争
中
は
統
一
し
た
指
揮
の
下
で
統
一
し
た

作
戦
行
動
が
可
能
に
で
き
る
よ
う
な
高
級
指
揮
官
・
参
謀
の
養
成
を
目
指
し
た
か
ら

だ
と
言
え
る㉖

。

　

た
だ
し
、
学
術
面
以
外
は
放
任
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
日
常
生
活
の

乱
れ
が
学
業
不
振
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
の
だ
が
、
楊
杰
は
学

生
の
生
活
管
理
に
は
責
任
を
負
わ
ず
、
学
生
の
自
重
自
治
に
任
せ
た
と
い
う
。
第

一
〇
、一
一
期
に
は
班
主
任
も
設
け
ら
れ
ず
、
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
学
外
に
居
住
し

た
。
政
治
思
想
教
育
、
紀
律
、
態
度
、
風
采
が
ど
う
で
あ
る
か
に
は
こ
だ
わ
ら
な
か

っ
た
。
当
時
の
軍
官
養
成
教
育
の
質
量
は
低
下
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
が
、
楊
杰
は

そ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
単
純
に
自
ら
が
受
け
た
日
本
式
教
育
を
導
入

し
た
だ
け
で
は
通
用
し
な
い
だ
ろ
う
。
第
一
二
、一
三
期
は
入
学
学
生
数
も
増
加
し

て
お
り
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
紀
律
弛
緩
は
免
れ
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う㉗

。

　

と
こ
ろ
が
現
実
に
は
、
上
の
指
摘
と
連
動
す
る
よ
う
な
状
況
が
し
ば
し
ば
発
生
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
よ
う
な
初
歩
的
な
訓
辞
を
学
生
に
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
軍
人
は
作
戦
の
遂
行
が
職
業
で
あ
り
、
正
確
に
時
間
の
計
算
が
で
き
る

か
ど
う
か
が
勝
敗
を
も
決
す
る
。
八
時
に
始
業
だ
か
ら
、
七
時
五
〇
分
に
は
出
校
し

て
五
五
分
に
は
教
室
に
入
り
、
教
官
が
来
る
の
を
静
か
に
待
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
言
っ
た
の
は
、
一
般
論
と
し
て
で
は
な
く
、
現

実
に
時
間
に
ル
ー
ズ
な
学
生
が
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。「
師
を
尊
敬
し
学
友
を
尊
重
す

る
こ
と
」、「
実
事
求
是
の
態
度
を
取
る
こ
と
」、「
身
体
を
鍛
錬
す
る
こ
と
」
も
同
様
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に
規
律
が
弛
緩
し
て
い
た
か
ら
学
生
に
遵
守
す
る
よ
う
訓
示
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

楊
杰
は
誘
導
式
（
指
導
式
・
研
究
式
）
の
「
取
化
教
育
」
を
提
唱
し
た
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
日
本
の
陸
大
の
教
育
方
法
を
模
倣
し
て
い
た
。
学
生
の
思
想
を
束
縛
す

る
詰
め
込
み
教
育
に
反
対
し
、「
学
生
自
身
の
研
究
を
指
導
し
、
そ
れ
を
深
く
理
解

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
実
に
専
門
知
識
を
会
得
す
る
よ
う
に
す
る㉘

」
と
述
べ
て

い
る
。

　

授
業
形
態
は
い
わ
ゆ
る
教
室
座
学
で
教
官
の
口
授
が
主
だ
っ
た
。「
筆
記
は
教
官

の
一
語
一
語
を
脳
中
に
刻
み
つ
け
る
の
に
有
効
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
参
謀
と
し

て
の
技
能
向
上
に
も
役
立
つ
」
と
筆
記
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

　

楊
杰
は
口
癖
の
よ
う
に
「
戦
史
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い

た
と
い
う
。
一
九
三
五
年
の
教
務
を
振
り
返
っ
た
と
き
、「
戦
史
は
戦
術
の
母
（
源
）

で
あ
り
、
戦
史
を
熟
読
す
れ
ば
、
戦
争
当
事
者
双
方
の
謀
や
戦
略
決
定
を
熟
考
す
る

こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
過
去
の
名
将
の
用
兵
を
手
本
（
参
考
）
に
で
き
る
し
、

戦
例
を
見
つ
け
出
し
て
、
戦
術
の
原
則
を
証
明
し
、
原
則
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
学
生
に
訓
示
し
た
。「
本
校
出
身
者
は
戦
史
の
研
究
を
終
生
の

事
業
と
し
て
、
国
防
計
画
と
戦
術
を
教
授
す
る
こ
と
を
こ
い
ね
が
う
も
の
で
あ
る
。

す
べ
て
に
お
い
て
戦
術
研
究
を
基
と
す
べ
き
で
、
い
た
ず
ら
に
空
論
に
ま
か
せ
て
お

い
て
は
な
ら
な
い
。
だ
が
最
近
我
が
国
で
は
戦
術
を
重
要
視
し
、
戦
史
は
戦
術
の
補

助
で
二
次
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
中
に
は
両
者
の
関
係
が
な
い
と
考
え
る
者
ま
で

い
る㉙

」
と
警
句
を
発
し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
戦
術
・
戦
略
教
育
も
重
視
さ
れ
た
。
特
に
応
用
戦
術
が
重
ん
じ
ら
れ
た
。

第
一
〇
期
生
を
例
と
し
て
、
実
際
ど
の
よ
う
な
現
地
戦
術
が
教
育
さ
れ
て
い
た
の
か

を
見
て
み
よ
う㉚

。

　

第
一
学
年
と
第
二
学
年
に
、
秋
期
戦
術
と
春
期
戦
術
が
一
ヶ
月
間
実
施
さ
れ
た
。

現
地
出
発
以
前
に
戦
術
班
ご
と
に
教
官
に
よ
る
想
定
説
明
が
実
施
さ
れ
課
題
が
提
起

さ
れ
た
。
地
図
上
で
状
況
を
計
算
し
た
後
で
、
現
地
で
実
際
に
地
形
を
見
て
状
況
と

対
照
し
、
図
上
で
形
成
を
判
定
し
た㉛

。
第
三
学
年
時
に
は
春
季
と
秋
期
二
回
の
現
地

参
謀
旅
行
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
現
地
戦
術
よ
り
も
想
定
す
る
構
成
と
兵
員
規
模
、

作
戦
範
囲
を
広
大
し
、
作
戦
指
揮
以
外
に
部
隊
へ
の
運
輸
、
補
充
と
補
給
、
前
線
と

後
方
へ
の
輸
送
、
参
謀
業
務
、
軍
務
、
後
方
勤
務
と
い
う
課
題
も
出
さ
れ
た
。
教
官

は
学
生
一
人
一
人
に
異
な
る
課
題
を
与
え
て
、
原
案
を
作
成
さ
せ
る
。
原
案
を
下
に

し
て
演
習
を
実
施
し
た
。
高
等
司
令
部
勤
務
演
習
は
卒
業
前
に
実
施
し
た
。
第
一
回

は
一
九
三
五
年
九
月
二
四
日
に
実
施
し
て
い
る
。
赤
青
両
軍
に
分
か
れ
て
図
上
演
習

し
た
。
楊
杰
自
ら
が
総
括
責
任
者
と
な
っ
た32

。

　

陸
大
は
、
ド
イ
ツ
語
・
日
本
語
・
ロ
シ
ア
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
英
語
の
五
つ
の
外

国
語
科
目
を
開
講
し
て
い
た
。
外
国
語
学
習
の
必
要
性
を
強
調
し
た
の
は
、「
現
在

は
軍
事
的
な
国
際
関
係
は
日
に
日
に
緊
密
に
な
っ
て
い
る
。
軍
事
機
密
に
参
預
す
る

将
校
は
、
現
今
の
世
界
の
大
勢
に
通
じ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
各
国
の
軍
事
施
策
も

追
究
し
な
い
と
、そ
の
任
に
堪
え
な
い33

」
と
い
う
時
代
状
況
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

将
来
、
駐
在
武
官
と
し
て
外
国
で
勤
務
し
た
り
、
外
国
の
陸
大
に
留
学
し
て
研
究
し

た
り
、
軍
事
視
察
調
査
に
赴
く
可
能
性
が
あ
り
、
機
密
要
務
を
完
遂
す
る
基
礎
と
し

て
必
要
だ
か
ら
だ
っ
た
。

　

楊
杰
は
学
生
に
英
語
以
外
の
外
国
語
取
得
を
勧
め
て
い
る
。
当
時
、
英
語
は
軍
事

学
の
分
野
で
は
重
要
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
陸
大
の
学
生
ぐ
ら
い

の
レ
ヴ
ェ
ル
に
な
れ
ば
英
語
習
得
は
常
識
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
楊
杰
は
商
務（
ビ

ジ
ネ
ス
）
分
野
で
は
英
語
が
主
流
だ
と
述
べ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
は
っ
き
り
と
し

た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
ド
イ
ツ
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
は
現
代
軍
事
学
の
基
礎
を
学
ぶ

た
め
に
は
必
須
で
あ
る
。
中
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
の
学
習

を
勧
め
て
い
る
。ま
た
新
興
の
軍
事
学
発
達
国
と
し
て
イ
タ
リ
ア
語
も
あ
げ
て
い
る34

。

　

楊
杰
は
数
カ
国
語
に
通
じ
る
よ
う
に
要
求
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
学
生
に
求

め
た
の
は
技
能
と
し
て
の
外
国
語
で
あ
っ
た
。
外
国
語
を
使
い
こ
な
す
こ
と
は
枝
葉
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で
あ
っ
て
、
機
密
要
務
の
遂
行
が
根
幹
な
の
だ
っ
た
。

　

教
官
陣
を
見
て
み
よ
う
。
外
国
人
教
官
の
ほ
か
に
中
国
人
教
官
も
い
た
。
外
国
人

教
官
の
な
か
で
は
ド
イ
ツ
人
が
多
く
、
陸
大
が
北
京
に
あ
っ
た
と
き
招
聘
し
た
人
材

だ
っ
た
。
ド
イ
ツ
陸
大
卒
で
戦
術
の
素
養
が
高
か
っ
た
。
ほ
か
に
ロ
シ
ア
人
も
い
た
。

シ
ュ
ペ
ー
マ
ン
（
史
培
曼
・S

pem
an

）・
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
（
顧
徳
威
・G

oodw
ill

か
、

の
ち
に
シ
ュ
タ
ル
ケ
・
石
﹇
斯
﹈
達
開
・S

tarke

）
は
応
用
戦
術
、
リ
ン
デ
マ
ン
（
林
徳

曼
・L

in
dem

an

）
は
砲
兵
戦
術
、
シ
ュ
ト
レ
ー
ト
ゥ
ス
（
史
太
秋
・S

tretu
s

）
と
も

う
一
人
の
ナ
チ
ス
空
軍
の
青
年
軍
官
（
姓
名
不
詳
）
は
空
軍
戦
術
を
、
ピ
ア
ー
ナ
（
皮

爾
納
・P

ian
a

）
は
装
甲
兵
戦
術
、
メ
ッ
ツ
ナ
ー
（
麦
次
納
・M

etzn
er

）
は
化
学
戦
、

グ
ル
ー
ゼ
（
古
稀
・G

ru
se

）
は
大
軍
統
帥
、
戦
史
と
陣
地
戦
に
欧
州
戦
史
を
、
ワ
ン

ゲ
ン
ハ
イ
ム
、ま
た
は
ヴ
ァ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
（
王
恩
瀚
・W

an
gen

h
eim

）
は
参
謀
業
務
、

編
成
装
備
、
動
員
輸
送
、
列
強
軍
備
、
後
方
勤
務
を
、
ロ
シ
ア
人
教
官
の
ブ
ル
ニ
ン

（
布
爾
寧
﹇
林
﹈）
は
戦
略
学
、
諜
報
勤
務
と
大
戦
原
理
を
、
ト
マ
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
（
多

﹇
托
﹈
馬
舎
夫
斯
基
・
多
馬
謝
夫
斯
基
・D

om
aszew

ski

か
）
は
要
塞
築
城
を
教
授
し
た35

。

　

楊
杰
は
陸
大
教
官
の
人
材
国
産
化
を
強
く
提
唱
し
、
陸
大
卒
業
生
を
陸
大
教
官
に

し
よ
う
と
し
て
い
た
。
以
下
に
論
じ
る
よ
う
に
、
兵
学
研
究
院
設
立
の
目
的
の
一
つ

は
、
教
官
養
成
の
場
を
創
り
出
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
外
国
人
教
官
か
ら
中
国
人
教
官

に
責
任
を
負
わ
せ
て
教
育
課
目
を
担
当
さ
せ
る
よ
う
に
努
力
し
た
。
主
要
科
目
で
あ

る
師
、
軍
の
戦
術
は
、
張
亮
清
（
日
本
陸
大
昭
和
五
年
卒
）、
何
成
璞
と
徐
祖
詒
（
同

昭
和
二
年
卒
）、
林
薫
南
と
呉
石
（
同
昭
和
八
年
卒
）、
梅
鑄
、
宗
明
、
張
秉
鈞
と
郗
恩

綏
（
兵
学
研
究
院
第
一
期
生
）
ら
中
国
人
教
官
が
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
の

陸
大
卒
業
生
が
多
数
で
あ
っ
た
が
、本
国
人
教
官
の
比
率
を
増
や
す
と
い
う
点
で
は
、

一
定
の
目
標
を
達
成
し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

確
か
に
外
国
人
教
官
を
任
用
し
た
と
き
の
不
利
益
に
は
、
定
着
率
や
給
与
、
教
育

指
導
方
法
、
何
よ
り
も
軍
事
機
密
事
項
漏
洩
の
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

な
か
に
は
ド
イ
ツ
人
教
官
の
教
育
を
評
価
す
る
学
生
も
い
た36

。

　

た
だ
し
、
優
秀
な
人
材
が
定
着
し
な
い
理
由
を
考
え
た
と
き
、
教
官
の
待
遇
面
が

低
水
準
に
止
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
ま
っ
さ
き
に
思
い
浮
か

ぶ
。
事
実
、
楊
杰
も
「
教
官
が
安
心
し
て
奉
職
で
き
る
た
め
に
環
境
を
改
善
す
る
。

そ
の
方
法
と
し
て
、
人
事
当
局
に
「
陸
軍
大
学
校
教
官
任
用
条
例
」
を
特
別
に
定
め

て
も
ら
う
か
、「
陸
軍
軍
事
学
校
兵
学
教
官
任
用
条
例
」
内
に
陸
軍
大
学
校
教
官
の

一
章
を
定
め
て
も
ら
う
。
臨
機
応
変
に
任
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
任
官
の
年
齢
等

で
の
優
遇
処
置
を
あ
た
え
る
」
と
教
官
の
待
遇
改
善
に
言
及
し
て
い
る
。
否
定
で
き

な
い
一
面
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
ま
ち
が
い
な
い37

。

二
．
兵
学
研
究
院
の
附
設
と
そ
の
意
図

　

一
九
三
五
年
八
月
修
正
公
布
し
た
「
陸
軍
大
学
組
織
法
」
は
第
一
六
条
で
、「
本

校
は
兵
学
研
究
院
を
附
設
す
る
。
そ
の
組
織
は
別
に
之
を
定
め
る
」と
定
め
て
い
る38

。

実
は
北
京
政
府
時
期
の
陸
大
に
は
兵
学
研
究
会
が
存
在
し
た
が
、
未
機
能
状
態
だ
っ

た
。
政
治
情
勢
に
左
右
さ
れ
て
や
む
な
く
中
断
し
た
ま
ま
だ
っ
た
。
教
官
を
で
き
る

だ
け
中
国
人
化
し
よ
う
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
一
九
三
二
年
八
月
ご
ろ
楊

杰
が
中
心
に
な
り
、
兵
学
研
究
院
を
附
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た39

。

　

研
究
員
は
専
任
と
兼
任
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

　

専
任
研
究
員
は
「
国
内
外
の
陸
大
学
卒
業
生
で
、
部
隊
勤
務
二
年
以
上
の
学
識
の

あ
る
成
績
優
秀
卓
抜
な
る
者
で
、
年
齢
は
三
〇
か
ら
四
五
歳
ま
で
の
者
（
参
謀
本
部

で
の
審
査
合
格
者
）
が
入
院
す
る
。
極
め
て
水
準
の
高
い
兵
学
お
よ
び
国
防
計
画
を

研
究
し
、
国
防
に
有
益
な
人
材
と
兵
学
教
官
の
育
成
す
る40

」
と
あ
る
。
た
だ
し
専
任

研
究
員
は
在
籍
中
に
他
の
機
関
と
の
兼
職
を
禁
止
し
、
兼
任
が
発
覚
し
た
場
合
は
、

除
名
処
分
に
さ
れ
た
上
、
そ
れ
ま
で
に
か
か
っ
た
諸
費
用
を
請
求
さ
れ
た41

。

　

兼
任
研
究
員
の
定
員
は
若
干
名
で
、
専
任
研
究
員
の
人
数
を
超
え
て
は
な
ら
な
か

っ
た
。
兼
任
研
究
員
は
陸
大
の
教
職
員
の
中
か
ら
選
抜
し
た
。
た
だ
し
、
中
央
高
等

軍
事
機
関
で
国
防
業
務
に
携
わ
る
人
員
で
、
第
三
条
の
条
件
を
満
た
す
志
願
者
で
あ
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れ
ば
、
う
ち
一
、二
名
を
審
査
の
の
ち
入
院
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た42

。

　

研
究
員
の
選
抜
法
は
、
当
初
試
験
だ
っ
た
が
選
択
制
へ
変
更
し
た
。
第
一
期
生
は

試
験
、
第
二
期
生
か
ら
選
択
制
に
な
っ
た
。
試
験
は
一
時
的
な
得
失
で
あ
る
し
、
応

募
者
は
す
べ
て
陸
大
卒
業
生
で
あ
る
か
ら
、
基
礎
学
力
は
同
等
だ
と
判
断
し
た
か
ら

だ
っ
た
。

　

専
任
研
究
員
は
定
員
一
二
か
ら
一
五
名
、
兼
任
研
究
員
は
若
干
名
と
規
定
さ
れ
て

い
た43

。

　

組
織
編
成
を
見
て
お
く
。
主
任
は
一
名
で
階
級
は
中
将
か
少
将
、
専
任
教
官
は
四

名
で
少
将
か
中
将
だ
っ
た
。
兼
任
教
官
は
不
定
数
で
陸
大
教
官
の
兼
任
は
カ
ウ
ン
ト

せ
ず
、
人
数
が
不
足
す
る
と
き
は
別
個
に
招
聘
か
上
部
に
申
請
し
て
少
将
か
中
将
の

階
級
を
有
す
る
四
名
の
教
官
を
任
命
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
副
官
は
一
名
、

編
譯
（
編
集
と
翻
訳
）
官
は
兼
任
者
を
除
く
四
名
が
定
員
で
、
と
も
に
上
校
か
中
校

だ
っ
た
。
絵
図
（
製
図
）
員
は
上
尉
か
中
尉
で
定
員
は
二
名
、
書
記
は
一
名
で
上
尉

か
中
尉
だ
っ
た
。
司
書
は
少
尉
か
准
尉
で
四
名
、
上
等
兵
の
公
役
は
三
名
い
た
。
行

政
事
務
な
ど
は
陸
大
職
員
が
兼
任
し
た44

。

　

初
代
主
任
は
楊
杰
が
自
ら
就
任
し
た
。
の
ち
に
張
亮
清
に
な
っ
た
。
主
任
以
下
、

二
〇
名
（
将
校
一
七
名
＋
兵
卒
三
名
）
に
兼
任
教
官
数
名
、
行
政
事
務
員
は
陸
大
各
部

署
職
員
に
よ
る
兼
任
だ
か
ら
、
規
模
と
し
て
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
。

　

で
は
ど
の
よ
う
な
研
究
方
法
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
教
官
に
よ
る
講
義
受
講
以
外

に
校
長
と
教
育
長
の
指
導
、
専
門
家
に
よ
る
講
義
聴
講
の
他
、
陸
大
の
授
業
を
参
観

し
て
教
授
法
を
学
ん
だ
。
研
究
員
た
ち
は
実
際
に
順
番
に
授
業
を
や
っ
て
学
生
を
指

導
し45

、
教
授
法
を
学
ん
だ
。

　

研
究
の
期
限
は
一
年
間
だ
っ
た
。
一
年
間
を
三
学
期
に
分
し
、
第
一
学
期
は
六
ヶ

月
、
第
二
、
第
三
学
期
は
三
ヶ
月
と
し
た
。
学
期
ご
と
に
研
究
を
終
え
て
、
結
果
を

参
謀
本
部
に
報
告
し
た
。
期
間
満
了
後
に
各
学
科
の
教
官
を
召
集
し
て
成
績
を
判
定

し
、
成
績
優
秀
者
は
参
謀
本
部
に
申
請
し
て
（
修
了
）
認
定
証
が
発
布
さ
れ
た46

。

　

成
績
優
秀
者
に
は
義
務
と
し
て
本
校
教
官
と
し
て
二
年
間
の
勤
務
を
課
し
、
他
の

機
関
へ
の
着
任
は
認
め
な
い
も
の
と
し
て
い
た
。
も
し
も
規
定
に
背
け
ば
、
認
定
証

の
取
り
消
し
と
給
与
の
返
還
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
成
績
が
若
干
劣
る
研

究
員
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
研
究
院
に
留
ま
り
、
研
究
を
続
け
る
も
の
と
し
た
。

も
し
く
は
参
謀
本
部
に
申
請
し
て
そ
の
任
用
が
処
理
さ
れ
た47

。

表
二　

兵
学
研
究
院
研
究
課
目
一
覧

区
分

課
目
名

甲
：
主
要
課
目

研
究
員
各
人
が
各
分
野
に
分
か
れ
て
専
門
的
に
詳
細
に
研
究
す
る
。

戦
略
戦
術
、
戦
史
、
参
謀
要
務
、
国
防
計
画
、
後
方
勤
務
、
国
家

総
動
員

乙
：
一
般
必
修
課
目

研
究
開
始
時
に
ま
ず
各
研
究
員
が
共
同
研
究
す
る
。

軍
政
・
軍
令
、
軍
隊
機
械
化
、
化
学
戦
、
陣
地
戦
、
航
空
戦
術
、

海
戦
学
、
要
塞
戦
術
、
戦
術
教
育
法

丙
：
自
由
研
究
課
目

各
研
究
員
が
二
課
目
以
上
を
必
須
で
選
択
研
究
す
る
。

兵
要
地
理
之
調
査
與
研
究
、
隣
邦
兵
備
及
各
国
編
成
装
備
之
研
究
、

軍
隊
及
学
校
教
育
之
研
究
、
各
種
特
別
演
習
及
総
裁
指
導
法
、
各

種
新
兵
器
之
研
究
、
典
範
令
及
軍
語
符
号
之
研
究
、
歴
代
兵
略
之

研
究
、
政
治
学
、
各
国
財
政
経
済
状
況
、
各
国
社
会
状
況
、
各
国

政
治
外
交
史

　

表
二
の
研
究
課
目
は
、
乙
↓
甲
↓
丙
の
順
に
研
究
を
進
め
る
計
画
だ
っ
た
。

　

研
究
員
は
陸
大
卒
業
生
で
あ
る
の
で
、
軍
事
学
の
プ
ロ
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
一

年
と
い
う
限
ら
れ
た
研
究
期
間
、
課
目
数
の
多
さ
か
ら
す
れ
ば
、
い
さ
さ
か
詰
め
込

み
過
ぎ
の
き
ら
い
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
楊
杰
は
教
育
課
目
の
見
直
し
に
言
及
し
て
い

る
。「
本
学
教
員
の
養
成
が
研
究
院
設
立
目
的
の
重
要
な
柱
に
な
っ
て
い
る
。
す
で

に
四
期
生
と
な
り
、
北
京
（
北
平
）
の
兵
学
研
究
会
か
ら
数
え
る
と
、
三
〇
余
人
の

本
校
教
官
を
輩
出
し
た
が
、
従
来
の
教
育
課
目
が
多
す
ぎ
、
新
規
採
用
の
教
官
が
補
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充
し
た
い
専
門
知
識
を
有
す
る
教
官
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
実
状
が
発
生
し
て
い

る
。
こ
れ
は
本
研
究
院
の
目
的
と
符
合
し
な
い
。
そ
こ
で
本
年
か
ら
戦
術
と
総
裁
法

の
訓
練
を
重
視
す
る
こ
と
に
す
る
。
高
等
司
令
部
勤
務
部
演
習
と
野
外
演
習
で
審
判

員
や
補
助
官
に
任
命
し
て
指
導
能
力
を
養
成
す
る48

」
と
述
べ
て
い
る
。
一
年
間
で
選

択
可
能
な
課
目
、
も
し
く
は
必
須
課
目
が
多
す
ぎ
て
、
陸
大
が
求
め
る
教
養
と
資
質

を
備
え
た
教
員
が
思
う
よ
う
に
養
成
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る49

。

　

で
は
楊
杰
の
兵
学
研
究
院
再
生
の
意
図
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
教
育
長
紀
年
週　

対
第
三
期
研
究
員
入
学
訓
話50

」
に
兵
学
研
究
員
に
関
す
る
楊

杰
の
考
え
方
が
ま
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
引
用
部
分
は
こ
の
訓
話
に
基
づ
く
。

　
「
研
究
員
設
立
の
意
義
、
経
過
、
今
後
の
改
革
を
進
歩
前
進
さ
せ
る
べ
き
事
項
に

つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
重
要
性
を
知
ら
し
め
て
各
研
究
員
を
激
励
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
言
う
。

　

設
立
目
的
は
、「
第
一
に
国
防
に
通
じ
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
、
第
二
に
兵
学

教
官
を
養
成
す
る
こ
と
、
第
三
に
陸
軍
大
学
卒
業
生
に
再
研
究
の
機
会
を
与
え
る
こ

と
」
の
三
点
で
あ
る
が
、
第
二
点
目
が
一
番
の
急
務
だ
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
や
日
本
に
も
兵
学
研
究
会
が
あ
り
効
果
を
挙
げ
て
い
る
事
実
を
説
明
し

て
、「
我
々
の
研
究
の
最
終
目
的
は
作
戦
に
応
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

き
わ
め
て
専
門
的
で
あ
り
、
機
密
的
で
あ
り
、
広
範
囲
で
は
な
い
が
普
遍
的
な
も
の

で
あ
る
。」
つ
ま
り
、
国
家
総
動
員
を
指
導
で
き
、
総
動
員
の
神
髄
は
何
で
あ
る
の

か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
資
源
作
戦
を
実
施
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
だ
っ

た
。
駐
在
武
官
と
し
て
十
分
な
情
報
収
集
能
力
を
有
す
る
こ
と
も
重
要
だ
っ
た
。

　

で
は
本
当
に
陸
大
の
教
官
不
足
は
深
刻
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
陸
大
教
育
の
問
題
点
を
述
べ
る
。

　
「
陸
大
在
学
三
年
間
で
研
究
し
た
材
料
は
大
変
多
い
の
だ
が
、
時
間
的
切
迫
感
、

授
業
の
難
し
さ
、
全
般
的
に
授
業
内
容
が
良
く
飲
み
込
め
て
い
な
い
の
で
、
ま
だ
細

か
く
分
解
で
き
な
い
の
だ
。
満
腹
で
消
化
し
き
れ
て
い
な
い
状
態
」
な
の
で
あ
る
。

ゆ
え
に「
陸
大
の
教
官
は（
学
生
に
食
べ
さ
せ
た
）食
物（
軍
事
学
の
知
識
）を
消
化
さ
せ
、

自
由
自
在
に
運
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
こ
と
が
任
務
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
適
当
な
教
官
が
い
な
か
っ
た
。「
唯
一
の
方
法
は
、
教
官
の
統
制
で
あ

る
。
我
が
国
で
は
人
材
が
統
制
管
理
さ
れ
て
い
な
い
上
、
人
材
が
欠
乏
し
て
い
る
」

点
が
問
題
だ
っ
た
。「
教
官
の
養
成
を
第
一
に
優
先
し
た
こ
と
は
、
以
前
も
君
た
ち

第
一
〇
期
の
学
生
諸
君
に
話
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、『
我
々
は
毎
年
外
国
人
教
官
に

教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
の
は
、
不
経
済
な
だ
け
で
な
く
、
良
い
や
り
方
で
は
な
い
』

と
い
う
こ
と
な
の
だ
」と
教
官
不
足
か
ら
派
生
す
る
問
題
は
多
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
第
九
期
生
ま
で
で
本
校
の
卒
業
生
は
す
で
に
八
〇
〇
名
を
超
え
て
い
る
の
に
、

教
官
数
は
そ
の
一
〇
％
に
満
た
な
い
。」
こ
の
数
字
の
意
味
は
教
官
と
な
っ
た
卒
業

生
数
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
教
官
が
多
く
な
れ
ば
戦
術
課
目
で
一
人
あ
た

り
の
教
官
に
対
す
る
学
生
数
が
減
少
し
（
楊
杰
は
最
大
で
教
官
一
人
に
つ
き
一
四
人
と

考
え
て
い
る
）、
最
新
の
軍
事
学
に
通
暁
す
る
優
秀
な
人
材
が
育
て
ば
、
我
が
国
の
陸

大
は
外
国
の
陸
大
と
轡
を
並
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
確
か
に
教
官
の

素
質
が
高
け
れ
ば
、
自
ず
か
ら
教
育
さ
れ
た
学
生
の
質
も
向
上
す
る
。
軍
隊
も
指
揮

官
・
参
謀
の
能
力
で
勝
利
で
き
る
か
ど
う
か
が
決
ま
る
。
国
家
と
民
族
の
運
命
に
関

わ
る
死
活
問
題
だ
っ
た
。

　

兵
学
研
究
院
設
立
に
は
非
常
な
困
難
を
伴
っ
た
。
特
に
、
経
費
問
題
か
ら
反
対
者

が
多
か
っ
た
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
自
分
の
苦
労
と
努
力
も
強
調
し
て
い
る
。

　

次
に
、
改
革
し
た
点
、
改
革
を
求
め
た
点
を
見
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
教
官
の
階
級
で
あ
る
。「
今
回
第
三
期
研
究
員
に
選
抜
し
た
第
一
〇
期
生
の

階
級
は
低
い
方
だ
。
教
官
と
な
る
に
は
学
問
的
に
優
れ
て
い
れ
ば
い
い
の
で
あ
り
、

階
級
の
大
小
は
ど
う
で
も
い
い
。
現
在
我
が
国
の
軍
事
学
校
の
教
官
の
階
級
が
高
い

の
は
、
世
界
で
は
例
を
見
な
い
現
象
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
階
級
の
上
下
は
学

生
と
接
す
る
態
度
、
も
う
一
つ
は
俸
給
に
あ
ら
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
「
陸
軍
大
学
校
兵
学
研
究
院
薪
水
待
遇
表
」
に
よ
っ
て
、
研
究
員
の
給
与
水
準
が
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分
か
る
。
当
然
、
階
級
に
応
じ
て
基
本
給
が
上
が
り
、
手
当
が
減
額
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
備
考
欄
に
は
、「
上
尉
以
下
は
規
定
給
与
の
八
割
を
支
給
す
る
。
国
難
期

間
に
よ
り
、
少
、
中
校
に
は
規
定
給
与
の
七
割
二
分
を
、
上
校
に
は
規
定
給
与
の
六

割
四
分
を
支
給
す
る
」
と
あ
る
。
給
与
は
全
額
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
だ
。
と
す

れ
ば
研
究
院
に
残
留
す
る
よ
り
も
原
部
隊
に
復
帰
し
た
方
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い
よ

う
。

　

ま
た
以
下
の
二
点
を
あ
げ
、
研
究
員
自
ら
に
も
革
新
を
求
め
て
い
る
。

　

研
究
に
臨
ん
で
取
る
べ
き
態
度
は
、「
初
め
は
始
ま
り
の
基
で
あ
る
。
理
性
的
な

判
断
を
し
て
教
官
の
過
ち
の
指
摘
も
虚
心
で
素
直
に
受
け
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。

（
感
）
情
を
理
（
性
）
で
押
さ
え
、
宏
大
な
気
概
を
持
ち
、
冷
静
な
頭
脳
で
、
理
性
的

に
平
常
心
で
研
究
す
る
」
と
訓
示
し
て
い
る
。

我
々
研
究
院
の
主
要
科
目
は
戦
術
で
あ
る
か
ら
、
陸
大
の
学
問
と
大
同
小
異
で

あ
る
。
我
々
の
研
究
方
法
は
某
国
（
筆
者
注
―
日
本
）
の
特
別
班
と
必
ず
同
じ

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
研
究
の
範
囲
は
広
範
で
あ
り
、
分
野
の
性
質
は
専
門

的
で
あ
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
全
般
的
に
知
識
を
習
得
、
研
究
し
て
、
そ
れ
を
完

全
に
消
化
し
て
か
ら
、
ま
た
取
り
入
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
再
び
そ
れ
を
分
け

て
、
長
所
を
選
び
出
す
よ
う
、
一
生
懸
命
に
努
力
す
る
の
で
あ
る
。
兵
（
軍
事
）

学
も
医
学
と
同
じ
よ
う
な
も
の
な
の
だ
。
も
し
も
医
学
博
士
に
な
ろ
う
と
す
る

な
ら
ば
、
必
ず
や
医
学
全
般
を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
病
気
と
い

う
も
の
は
、必
ず
し
も
一
つ
の
専
門
科
で
解
明
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
だ
。

我
々
が
現
在
研
究
し
て
い
る
の
は
兵
学
全
般
で
あ
り
、
す
べ
て
を
理
解
で
き
な

け
れ
ば
だ
め
だ
。
そ
れ
か
ら
選
択
し
て
知
識
を
得
て
、
専
攻
を
分
類
す
る
の
で

あ
る
。
す
ぐ
に
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
一
作
戦
計
画
に
は
戦
争
の
す

べ
て
が
包
括
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
準
備
、
全
般
的
な
計
画
、

前
後
の
呼
応
状
況
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
て
計
画
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
研
究
の
方
法
で
研
究
員
が
注
意
す
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
。

　

最
後
に
、「
総
じ
て
、
本
研
究
院
の
持
つ
意
味
は
甚
だ
大
き
い
。
そ
の
意
味
で
諸

君
の
使
命
は
甚
だ
重
い
。
本
研
究
院
成
立
の
艱
難
辛
苦
の
経
過
も
甚
だ
多
い
。
主
任

の
指
導
下
で
、
是
非
と
も
既
定
の
計
画
に
そ
っ
て
確
実
に
命
令
の
通
り
に
し
、
国
家

が
君
た
ち
を
養
成
す
る
と
い
う
心
配
り
に
背
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た

い
。
さ
す
れ
ば
諸
君
の
前
途
に
は
燦
爛
光
明
の
光
り
輝
く
日
々
が
待
っ
て
い
る
の
で

あ
る
」
と
訓
話
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　

教
官
と
な
る
た
め
の
学
術
水
準
と
人
格
の
向
上
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

三
．
学
術
雑
誌
『
陸
大
月
刊
』
の
発
行

　

陸
大
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
で
学
術
雑
誌
を
発
行
し
て
い
る
。『
陸
大
月
刊
』
も
そ

の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。『
陸
大
月
刊
』
編
集
委
員
会
に
よ
る
編
集
発
行
で
、
第
一

巻
第
一
期
（
民
国
二
四
年
元
旦
出
版
）
か
ら
第
三
巻
第
七
期
（
民
国
二
六
年
七
月
）
ま
で

三
期
合
計
二
六
冊
が
発
行
さ
れ
た
。
発
行
期
間
は
ち
ょ
う
ど
楊
杰
が
陸
大
教
育
改
善

に
力
を
注
い
だ
期
間
と
重
な
っ
て
い
る
。

　
『
陸
大
月
刊
』
は
陸
大
発
行
の
機
関
誌
だ
が
、
創
刊
号
で
は
な
い
。『
陸
大
月
刊
』

が
発
行
さ
れ
る
よ
り
前
に『
陸
大
周
刊
』、『
現
代
軍
人
』（
月
刊
）が
発
行
さ
れ
て
い
た
。

た
だ
編
者
前
言
に
よ
る
と
「
ま
ず
『
陸
大
半
月
刊
』
を
出
版
し
、次
い
で
『
現
代
軍
人
』

を
出
版
し
た51

」
と
あ
る
。
ま
た
発
行
が
「
中
断
し
た
原
因
は
人
事
（
執
筆
人
員
不
足
）

問
題
と
経
費
不
足
で
あ
り
、名
称
は
変
わ
っ
て
も
精
神
は
一
貫
し
て
い
る
」
と
あ
り
、

先
に
発
行
さ
れ
た
二
紙
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

過
去
の
二
紙
と
比
較
し
て
み
る
と
、『
陸
大
月
刊
』
は
頁
数
が
大
幅
に
増
加
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
軍
事
学
術
雑
誌
と
し
て
内
容
が
充
実
し
て
い
る
。
目
録
（
目

次
）・
挿
図
（
最
新
兵
器
や
演
習
の
写
真
等
）・
論
著
（
非
軍
事
分
野
も
含
め
た
学
術
論
文
）・

学
術
（
軍
事
学
の
学
術
論
文
）・
専
載
（
陸
大
校
長
、
教
育
長
の
講
演
録
、
政
府
要
人
の
言

論
等
）・
雑
俎
（
主
に
関
連
法
規
規
定
・
国
内
外
と
陸
大
の
大
事
記
）
が
あ
り
、
そ
の
隙
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間
に
は
総
理
遺
訓
、
蒋
委
員
長
名
言
や
軍
人
読
訓
十
条
と
党
員
守
則
一
二
条
、
他
雑

誌
と
楊
杰
執
筆
書
籍
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
軍
事
学
学
術
論
文
で
は
戦
史
や

戦
術
な
ど
扱
わ
れ
て
い
る
題
材
も
東
西
の
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
陸
大
現
役
教
官

が
学
術
論
文
を
執
筆
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る52

。

　

楊
杰
は
毎
年
新
年
号
に
「
巻
頭
言
」
を
寄
せ
て
い
る
。
読
み
比
べ
て
み
る
と
、
一

年
ご
と
の
特
徴
を
反
映
し
て
い
る
部
分
も
あ
れ
ば
、
毎
年
変
わ
ら
ず
言
及
し
て
い
る

点
も
見
ら
れ
る
。

　

第
一
巻
第
一
期
で
は
、
い
か
な
る
国
家
で
あ
ろ
う
と
も
、「
充
分
な
自
衛
の
能
力

を
持
つ
べ
き
で
あ
り
、
し
か
る
後
国
家
の
主
権
が
あ
れ
ば
、
領
土
が
損
失
を
受
け
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
。
ゆ
え
に
東
西
各
国
は
国
防
上
必
要
な
設
備
、
学
識
、
技
術
能

力
に
対
し
て
、
力
と
心
を
合
わ
せ
て
、
人
力
と
財
力
と
を
注
い
で
、
必
死
に
経
営
と

研
究
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
国
防
問
題
の
重
要
性
を
力
説
し
て
い
る
。

　

と
き
す
で
に
満
洲
国
が
成
立
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、
急
ぎ
「
自
衛
能
力
の
増
強
を

求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
亡
国
状
態
か
ら
救
い
生
存
を
図
る53

」
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。
さ
ら
に
再
版
に
あ
た
り
、
狂
言
や
都
合
の
い
い
自
己
弁
護
、
頽
廃
を
生
み
鋭

気
を
損
な
う
言
論
と
行
動
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

　

第
二
巻
第
一
期
は
、
す
で
に
再
刊
一
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
第
一
巻
が
題
材

の
斬
新
性
、
内
容
の
実
用
性
、
科
学
的
な
編
集
方
法
だ
っ
た
か
否
か
を
読
者
諸
氏
に

問
う
て
い
る
。
開
口
一
番
、「
世
界
は
ま
す
ま
す
進
歩
し
、
競
争
は
ま
す
ま
す
激
烈

化
し
て
い
る
。
競
争
が
ま
す
ま
す
激
烈
化
す
れ
ば
、
世
界
は
ま
す
ま
す
進
歩
す
る
の

で
あ
る
。
二
者
は
常
に
両
輪
と
な
り
、
互
い
に
相
手
を
推
し
進
め
合
う
の
で
あ
る
」

と
衝
撃
的
に
述
べ
る
。
中
国
の
軍
事
学
の
立
ち
後
れ
は
い
か
ん
と
も
し
難
か
っ
た
。

「
国
難
を
克
服
し
て
障
害
を
乗
り
越
え
、
臥
薪
嘗
胆
の
精
神
力
で
ぶ
つ
か
ら
な
い
と
、

ま
と
も
に
追
い
つ
け
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
後
に
「
窮
し
て
も
道
は
開
け
る
」

か
ら
奮
闘
す
べ
し
と
し
て
い
る54

。
年
頭
の
言
辞
に
し
て
は
暗
す
ぎ
る
。
や
は
り
軍
備

大
国
と
容
易
に
距
離
を
縮
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
焦
燥
感
の
現
れ
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

　

一
九
三
六
年
は
年
末
に
大
事
件
が
発
生
し
た
。
西
安
事
変
で
あ
る
。
第
三
巻
第
一

期
の
「
巻
頭
語
」
は
、
く
し
く
も
事
変
の
結
果
が
中
華
民
族
の
一
大
決
心
を
明
ら

か
に
し
て
団
結
力
を
高
め
、
社
会
に
党
と
領
袖
を
赤
心
で
愛
護
す
る
こ
と
に
な
っ
た

結
果
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。
中
国
は
「
現
代
文
明
の
段
階
に
入
っ
た
」
と
述

べ
て
い
る
。
た
だ
エ
チ
オ
ピ
ア
（
ア
ビ
ニ
シ
ア
）
の
イ
タ
リ
ア
に
よ
る
占
領
を
あ
げ
、

他
人
事
で
は
な
い
と
警
告
し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。

　

で
は
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
楊
杰
が
注
目
し
た
の
は
遼
東55

と
綏
北56

と
だ

っ
た
。
二
地
域
は
エ
チ
オ
ピ
ア
と
同
様
で
あ
り
、す
で
に
主
権
を
喪
失
し
て
い
る
か
、

ほ
ぼ
そ
れ
に
近
い
状
態
を
憂
慮
す
べ
き
現
状
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
「
た
と
え
賊

寇
を
掃
討
し
て
敵
国
の
首
都
を
飲
み
込
ん
で
し
ま
お
う
と
決
心
し
た
と
し
て
も
、
兵

器
の
性
能
は
敵
に
勝
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
言
え
ば
劣
っ
て
い
る
。
技
能
（
戦
略
）

も
ま
た
し
か
り
な
の
だ57

」
と
記
し
、
気
概
だ
け
で
は
大
敵
に
勝
利
で
き
な
い
と
現
実

面
の
厳
し
さ
を
訴
え
て
い
る
。

お
わ
り
に
か
え
て

　

以
上
、
南
京
国
民
政
府
時
期
の
陸
大
を
楊
杰
に
よ
る
運
営
と
い
う
観
点
か
ら
考
察

し
て
み
た
。

　

楊
杰
の
陸
大
経
営
方
針
は
、「
国
防
を
担
え
る
」
人
材
を
養
成
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
大
軍
統
帥
が
可
能
な
高
級
将
校
（
作
戦
指
揮
）
と
参
謀
（
作
戦
立
案
）
を
養
成

す
る
軍
事
の
最
高
学
府
と
し
て
陸
大
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
と
言
え
る
。
名
目
的

で
は
な
く
実
の
伴
っ
た
教
育
機
関
と
し
て
で
あ
る
。
早
急
に
来
る
べ
き
抗
日
戦
に
備

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
背
景
が
あ
る
。
指
揮
系
統
が
一
体
化
さ
れ
た
大
部
隊
で

の
作
戦
行
動
が
可
能
な
軍
隊
編
成
の
必
要
が
急
務
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

高
度
な
人
材
養
成
の
た
め
に
は
、
陸
大
の
教
育
内
容
と
計
画
が
最
新
で
高
度
な
軍
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事
学
を
教
授
で
き
る
教
育
機
関
で
あ
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
教
官
養
成

の
た
め
に
兵
学
研
究
院
を
附
設
し
た
の
も
、外
国
人
教
官
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

独
力
で
教
官
を
養
成
し
、
自
国
の
力
で
国
防
を
担
う
人
材
を
養
成
し
よ
う
と
す
る
意

図
が
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

最
初
に
お
断
り
し
た
よ
う
に
、
本
稿
は
陸
大
研
究
、
楊
杰
研
究
の
端
緒
に
す
ぎ
な

い
。
よ
っ
て
取
り
残
し
た
課
題
も
多
い
。
今
後
さ
ら
に
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ら
課
題
を
着
実
に
解
決
し
て
い
き
た
い
。

　

学
術
雑
誌
と
し
て
の
『
陸
大
月
刊
』
の
発
行
は
、
教
官
ら
の
研
究
成
果
公
開
の
場

と
な
っ
た
。
楊
杰
も
積
極
的
に
執
筆
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
。
学
術
雑
誌
と

し
て
軍
事
学
の
一
般
へ
の
普
及
と
い
う
効
果
も
も
た
ら
し
た
。
そ
の
内
容
が
陸
大
の

そ
れ
以
前
の
刊
行
物
に
比
し
て
充
実
し
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

本
稿
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
り
、
そ
の
後
の
楊
杰
と
陸
大
の
状
況
を
簡
潔
に
記
し

て
お
き
た
い
。

　

楊
杰
は
一
九
三
七
年
夏
に
モ
ス
ク
ワ
に
向
か
う
。
ソ
連
と
の
軍
事
援
助
交
渉
に
あ

た
る
た
め
だ
っ
た
。
す
で
に
日
本
軍
と
の
前
面
衝
突
は
避
け
ら
れ
な
い
事
態
に
な
っ

て
い
た
。
南
京
国
民
政
府
は
、
ソ
連
の
対
日
参
戦
と
武
器
援
助
を
欲
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
楊
杰
が
陸
大
を
離
れ
た
後
、
校
長
代
理
に
任
命
さ
れ
た
の
は
奇
し
く
も
蒋
百

里
（
方
震
）
だ
っ
た
。
両
人
は
「
南
楊
北
蒋58

」
と
並
称
さ
れ
世
界
的
に
も
著
名
な
中

華
民
国
屈
指
の
軍
事
理
論
家
だ
っ
た
。
蒋
百
里
は
校
長
代
理
と
し
て
参
謀
の
品
格
問

題
を
論
じ
る
な
ど
陸
大
の
レ
ヴ
ェ
ル
維
持
に
努
め
た
。
だ
が
蒋
百
里
は
陸
大
の
後
方

へ
の
移
動
途
中
、
一
九
三
八
年
一
一
月
に
広
西
省
で
急
死
し
て
し
ま
う
。
一
方
、
楊

杰
は
二
度
と
陸
大
に
復
帰
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
優
秀
な
主
宰
者
を
失
い
、
大
後

方
へ
校
舎
の
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
陸
大
に
と
っ
て
は
苦
難
の
一
時
期
が
は
じ
ま

る
の
だ
っ
た
。　

注①　

楊
徳
慧
『
楊
杰
将
軍
伝
』（
雲
南
人
民
出
版
社
・
一
九
九
三
年
）、
一
一
二
頁
。

②　

一
連
の
抗
戦
と
国
民
党
政
権
の
「
安
内
攘
外
」
政
策
が
直
面
し
た
困
難
と
対
処
法
、

国
民
党
上
層
部
の
微
妙
な
意
見
の
相
違
に
関
し
て
は
、
光
田
剛
「
河
北
抗
戦
と
国
民

党
政
権
」（
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
民
国
後
期
中
国
国
民
党
政
権
の
研
究
』

中
央
大
学
出
版
部
・
二
〇
〇
五
年
所
収
、
四
九
五
―
五
二
八
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

③　

楊
徳
慧
、
前
掲
伝
記
に
よ
る
。
該
伝
記
が
楊
杰
の
立
場
を
重
視
し
た
記
述
に
な
っ

て
い
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
総
合
的
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
事
実
関
係
に
は
不

明
確
な
点
が
多
い
の
だ
が
、
本
稿
の
主
題
で
は
な
い
の
で
こ
こ
で
は
保
留
し
て
お
く
。

秦
孝
儀
編
『
総
統　

蒋
公
大
事
長
編
初
稿
』
巻
二
に
目
を
通
し
た
限
り
で
は
、
楊
杰

と
蒋
介
石
、
何
応
欽
と
の
衝
突
は
読
み
取
れ
な
い
。
た
だ
楊
杰
は
こ
の
年
の
後
半
か

ら
翌
年
の
前
半
に
か
け
て
、
欧
州
へ
軍
事
視
察
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

派
遣
は
事
実
だ
が
、
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
に
は
考
証
が
必
要
に
な
る
。

④　

原
田
敬
一
『
国
民
軍
の
神
話　

兵
士
に
な
る
と
い
う
こ
と
』（
吉
川
弘
文
館
・

二
〇
〇
一
年
）、
五
―
七
頁
。
引
用
に
あ
た
り
、「
常
識
」
を
『
常
識
』
と
改
め
た
。

⑤　

雲
南
人
民
出
版
社
・
一
九
八
九
年
の
出
版
で
あ
る
。
全
一
五
章
と
楊
杰
生
平
活
動

簡
表
か
ら
成
る
。

⑥　

雲
南
人
民
出
版
社
・
一
九
九
三
年
の
出
版
で
あ
る
。
全
一
〇
章
に
楊
杰
生
平
活
動

表
が
付
録
と
し
て
付
さ
れ
て
い
る
。

⑦　

前
者
は
第
三
章
が
辦
陸
軍
大
学
的
思
想
（
四
五
―
七
一
頁
）
で
、
後
者
は
主
に
第

四
章
の
辦
学
（
一
五
一
―
一
九
〇
頁
）
が
陸
大
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

⑧　

張
豈
之
主
編
『
民
国
学
案
』
第
六
巻
（
湖
南
教
育
出
版
社
・
二
〇
〇
五
年
、

六
二
六
―
六
四
一
頁
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

⑨　

陳
崧
「
楊
杰
」（
中
華
民
国
史
資
料
叢
稿
『
民
国
人
物
伝
』
第
五
巻
、
中
華
書
局
・

一
九
八
六
年
、
六
九
―
七
六
頁
所
収
）、
楊
徳
慧
「
楊
杰
」（『
民
国
高
級
将
領
列
伝
』

第
二
集
、
解
放
軍
出
版
社
・
一
九
八
八
年
、
一
一
五
―
一
四
一
頁
所
収
）
が
楊
杰
の

小
伝
で
あ
る
。
楊
徳
慧
「
楊
杰
與
陸
軍
大
学
」（『
軍
事
歴
史
研
究
』・
一
九
八
八
年
第

三
期
、一
二
四
―
一
三
三
頁
）は
前
掲
伝
記
第
三
章
作
成
の
基
礎
に
な
る
論
考
で
あ
る
。

⑩　
『
江
蘇
文
史
資
料
』
第
七
九
輯
・
一
九
九
四
年
の
出
版
で
あ
る
。

⑪　

中
国
文
史
出
版
社
・
二
〇
〇
二
年
の
出
版
で
あ
る
。
文
聞
編
『
旧
中
国
軍
事
院
校

秘
档
案
』（
中
国
文
史
出
版
社
・
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
る
が
、
陸
大
に
関
し
て
該
書
と
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ま
っ
た
く
同
様
の
回
想
録
を
再
収
録
し
て
い
る
だ
け
で
新
出
史
料
は
な
い
。

⑫　

四
川
人
民
出
版
社
・
一
九
八
七
年
の
出
版
で
あ
る
。

⑬　

こ
こ
で
言
う
政
治
的
な
意
図
と
は
、
中
国
大
陸
と
台
湾
と
の
政
治
統
一
、
つ
ま
り

祖
国
統
一
の
こ
と
で
あ
る
。
中
国
大
陸
の
例
で
は
、
広
東
革
命
歴
史
博
物
館
編
『
黄

埔
軍
校
史
料
（
一
九
二
四
―
一
九
二
七
）』（
広
東
人
民
出
版
社
・
一
九
八
二
年
）、
同

（
続
編
）（
広
東
人
民
出
版
社
・
一
九
九
三
年
）、
中
国
第
二
歴
史
档
案
館
供
稿
『
黄
埔

軍
校
史
稿
』（
档
案
出
版
社
・
一
九
八
九
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
資
料
集
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
最
近
で
は
陳
宇
『
中
国
黄
埔
軍
校
』（
解
放
軍
出
版
社
・
二
〇
〇
七
年
）、

黄
埔
軍
校
史
叢
書
（
陳
建
華
総
編
輯
・
中
山
大
学
出
版
社
）
と
し
て
陳
予
歓
『
初
露

鋒
芒　

黄
埔
軍
校
第
一
期
生
研
究
』（
二
〇
〇
七
年
）、『
黄
埔
軍
校
史
研
究
』
が
第
一

輯
（
二
〇
〇
六
年
）、
第
二
輯
（
二
〇
〇
七
年
）、
第
三
輯
（
二
〇
〇
八
年
）
ま
で
出

版
さ
れ
て
い
る
。
全
国
性
の
雑
誌
は
黄
埔
同
学
会
（
黄
埔
軍
校
卒
業
生
の
た
め
の
同

窓
会
）
が
黄
埔
雑
誌
社
発
行
部
発
行
の
『
黄
埔
』
を
発
行
し
て
い
る
。
地
方
規
模
で

は
広
州
、
広
東
省
、
湖
南
省
、
上
海
市
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
『
工
作
通
訊
』
な
ど
の
同

窓
会
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
日
本
で
も
一
時
期
研
究
が
さ
れ
て

い
た
が
現
在
は
盛
ん
で
は
な
い
。
黄
埔
軍
校
が
特
別
視
さ
れ
る
状
況
はw

eb

上
で
も

見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
中
国
黄
埔
軍
校
網
」
と
い
うw

eb

サ
イ
ト
の
中
の
一

部
分
に
、「
陸
軍
大
学
文
史
館
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
判
断
で
き
る
だ
ろ

う
。

⑭　

こ
れ
ま
で
は
河
北
省
政
協
文
史
資
料
研
究
委
員
会
・
保
定
市
政
協
文
史
資
料
研
究

委
員
会
編
『
保
定
陸
軍
軍
官
学
校
』（
河
北
人
民
出
版
社
・
一
九
八
七
年
）
が
参
照
可

能
な
唯
一
の
資
料
集
だ
っ
た
。
近
年
、
任
牧
辛
・
任
方
明
・
鄭
志
強
主
編
『
保
定
軍

事
学
堂
紀
実
』（
中
国
文
史
出
版
社
・
二
〇
〇
〇
年
）、
鄭
志
廷
・
張
秋
山
等
編
著
『
保

定
陸
軍
学
堂
暨
軍
官
学
校
』（
人
民
出
版
社
・
二
〇
〇
五
年
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

⑮　

前
掲
、『
民
国
時
期
的
陸
軍
大
学
』
に
は
学
生
の
回
想
録
、
関
連
法
規
の
類
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
中
国
第
二
歴
史

案
館
編
『
中
華
民
国
史

案
資
料
滙
編
』
第
五
輯

第
一
編　

軍
事
（
一
）（
江
蘇
古
籍
出
版
社
・
一
九
九
八
年
）
に
は
陸
大
関
係
の
条
例

が
、
前
掲
、『
文
史
資
料
存
稿
選
編
』
一
六　

軍
事
機
構
（
下
）
に
は
陸
大
に
関
す
る

種
々
の
時
期
の
回
想
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

⑯　

こ
の
よ
う
な
政
治
的
に
敏
感
な
主
題
領
域
の
研
究
に
関
し
て
は
、
資
料
収
集
や
研

究
成
果
の
交
流
に
つ
い
て
厳
然
た
る
制
約
が
存
在
す
る
の
か
否
か
判
断
し
に
く
い
の

が
事
実
で
あ
る
。
筆
者
も
不
可
解
な
出
来
事
に
遭
遇
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
仮
に
何

ら
か
の
制
約
が
存
在
し
た
と
し
て
も
一
個
人
で
は
対
処
不
可
能
で
あ
る
。

⑰　
『
陸
大
月
刊
』
に
つ
い
て
は
本
文
中
で
論
じ
る
。

⑱　

楊
徳
慧
、
前
掲
書
の
巻
末
付
録
年
表
、
萬
仁
元
等
編
『
民
国
職
官
年
表
』（
中
華
書

局
・
一
九
九
五
年
）
を
参
考
に
作
成
し
た
。

⑲　

以
上
の
時
期
区
分
に
あ
た
っ
て
は
、
前
掲
、『
民
国
時
期
的
陸
軍
大
学
』
所
収
の
、

戚
厚
杰
・
林
宇
人
「
陸
軍
大
学
発
展
史
略
」
を
参
照
し
た
。
他
に
も
所
在
地
ご
と
の

区
分
け
も
可
能
で
あ
る
が
、
政
権
の
変
遷
を
基
準
と
す
る
区
分
と
ほ
ぼ
等
し
く
な
る

の
で
、
本
稿
で
は
政
権
の
変
遷
に
よ
る
区
分
を
採
用
し
た
。

⑳　

阮
紹
文　

王
啓
明　

管
長
治
「
陸
軍
大
学
概
況
」（
前
掲
、『
文
史
資
料
存
稿
選
編
』

一
六　

軍
事
機
構
（
下
））、
二
三
九
頁
。

㉑　
「
陸
軍
大
学
組
織
法
」
第
四
条
（
前
掲
、『
民
国
時
期
的
陸
軍
大
学
』、
二
二
八
頁
）。

陸
大
の
組
織
編
成
は
、
南
京
時
代
に
変
更
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

㉒　
「
陸
軍
大
学
組
織
法
」
第
五
条
。
一
般
的
に
蒋
介
石
が
校
長
と
な
っ
た
の
は
、
蒋
介

石
自
ら
が
権
力
維
持
の
源
泉
と
し
て
軍
隊
掌
握
を
し
よ
う
と
し
た
証
左
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
蒋
介
石
が
す
べ
て
の
軍
事
学
校
の
校
長
に
な
る
よ
う

に
提
案
し
た
の
は
他
で
も
な
い
楊
杰
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
存
在
す
る
。「
一
人
の
軍

事
指
導
者
」
の
造
成
が
抗
日
戦
争
に
備
え
や
す
い
た
め
だ
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
る

（
同
⑳
、
二
四
〇
頁
）。
こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

㉓　
「
陸
軍
大
学
組
織
法
」
第
六
条
。
三
〇
歳
の
年
齢
制
限
は
「
陸
軍
大
学
組
織
法
」
第

六
条
四
項
に
見
ら
れ
る
。「
陸
軍
大
学
校
暫
行
初
試
履
試
規
則
」（『
陸
大
月
刊
』
第
一

巻
第
二
期　

雑
俎　

民
国
二
四
年
二
月
一
日
）
第
三
条
四
項
に
よ
る
と
、
臨
時
的
措

置
と
し
て
年
齢
制
限
を
緩
和
し
て
三
五
歳
と
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

㉔　

作
表
に
あ
た
り
『
陸
軍
大
学
同
学
録
』（
出
版
年
不
詳
・
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
）

を
参
照
し
た
。
た
だ
し
『
陸
軍
大
学
同
学
録
』
の
陸
軍
大
学
校
簡
史
附
表
と
学
員
録

の
人
数
に
は
一
致
し
な
い
年
も
あ
る
。
不
一
致
部
分
は
表
に
（
附
表
の
数
）
と
し
て

示
し
た
。
第
一
四
期
の
「（
追
加
一
人
）」
と
あ
る
の
は
、
赤
字
で
学
員
録
に
追
加
さ

れ
て
い
る
卒
業
生
で
あ
る
。
な
お
聴
講
生
は
制
度
で
は
な
く
、
蒋
介
石
の
便
宜
上
の

措
置
か
ら
作
ら
れ
た
。
蒋
介
石
が
入
学
許
可
権
を
有
し
て
い
た
。

㉕　
「
陸
軍
大
学
校
暫
行
初
試
履
試
規
則
」（『
陸
大
月
刊
』
第
一
巻
第
二
期　

雑
俎　

民

国
二
四
年
二
月
一
日
）。
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㉖　

楊
杰
「
新
生
入
学
応
行
注
意
事
項
―
楊
教
育
長
於
去
年
十
二
月
十
二
日
講
―
」（『
陸

大
月
刊
』
第
二
巻
第
三
期　

専
載　

民
国
二
五
年
三
月
一
日
）。
楊
杰
「
陸
大
学
員
応

有
之
修
養
―
二
十
五
年
十
一
月
九
日
楊
教
育
長
在
紀
年
週
講
―
」（『
陸
大
月
刊
』
第

二
巻
第
十
二
期　

専
載　

民
国
二
五
年
一
二
月
一
日
）
で
も
、
備
え
る
べ
き
品
性
や

人
格
、
修
養
す
べ
き
事
項
を
指
示
し
て
い
る
。

㉗　

郭
汝
瑰
、
前
掲
書
、
七
五
頁
。
こ
の
話
が
事
実
な
ら
ば
、
確
か
に
楊
杰
の
士
官
教

育
へ
の
認
識
が
甘
か
っ
た
と
受
け
取
れ
る
。
た
だ
し
、
士
官
教
育
は
士
官
学
校
で
実

施
し
、
陸
大
は
陸
大
と
し
て
高
等
軍
事
学
の
み
を
教
育
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い

た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
楊
杰
ば
か
り
を
責
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
気
も
す

る
。

㉘　

楊
杰
「
新
生
入
学
応
行
注
意
事
項
―
楊
教
育
長
於
去
年
十
二
月
十
二
日
講
―
」（『
陸

大
月
刊
』
第
二
巻
第
三
期　

専
載　

民
国
二
五
年
三
月
一
日
）。

㉙　

楊
杰
「
二
十
四
年
度
陸
大
教
務
之
回
顧
」、
お
よ
び
楊
杰
「
対
陸
大
第
十
一
期
生
卒

業
及
第
十
四
期
生
入
学
訓
辞
―
二
十
四
年
十
二
月
十
四
日
―
」（『
陸
大
月
刊
』
第
二

巻
第
一
期　

民
国
二
五
年
一
月
一
日
）。も
ち
ろ
ん
具
体
的
な
教
育
内
容
や
教
育
目
標
、

教
育
の
実
態
、
教
材
や
教
官
を
分
析
す
る
必
要
も
あ
る
。
た
だ
ど
の
よ
う
に
分
析
す

る
の
か
、
た
と
え
ば
日
本
の
陸
大
の
そ
れ
と
比
較
す
る
の
か
、
比
較
す
る
と
し
て
も

ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
比
較
す
る
の
が
効
果
的
な
の
か
な
ど
に
関
し
て
は
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

㉚　

以
下
、
郭
汝
瑰
、
前
掲
書
、
七
六
―
七
八
頁
を
参
照
し
た
。

㉛　

郭
汝
瑰
は
「
型
に
は
ま
っ
て
融
通
が
利
か
な
い
」
と
評
し
て
い
る
（
郭
汝
瑰
、
前

掲
書
、
七
八
頁
）。

32　

楊
杰
は
実
施
を
自
慢
し
て
い
る
が
、
郭
汝
瑰
は
あ
ま
り
評
価
し
て
い
な
い
。
た
だ

郭
の
回
想
録
の
出
版
年
は
一
九
八
七
年
で
あ
る
か
ら
、
執
筆
は
そ
れ
以
前
で
あ
る
。

筆
を
押
さ
え
た
可
能
性
も
あ
る
か
ら
、
評
価
も
差
し
引
い
て
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。

33　
「
陸
軍
大
学
教
育
綱
領
」（
一
九
三
〇
年
公
布
）第
一
六
節　

外
国
語
の
第
二
六
条（
前

掲
、『
民
国
時
期
的
陸
軍
大
学
』、
二
三
七
頁
）。

34　

楊
杰
「
新
生
入
学
応
行
注
意
事
項
―
楊
教
育
長
於
去
年
十
二
月
十
二
日
講
―
」（『
陸

大
月
刊
』
第
二
巻
第
三
期　

専
載　

民
国
二
十
五
年
三
月
一
日
）。

35　

個
々
の
外
国
人
教
官
名
の
特
定
と
履
歴
や
貢
献
度
に
つ
い
て
は
、
今
後
分
析
す
べ

き
課
題
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
郭
汝
瑰
、
前
掲
書
、
七
八
頁
。
楊
徳
慧
、
前
掲
伝
記
、

一
五
六
頁
。
楊
徳
慧
『
楊
杰
将
軍
思
想
研
究
』、
四
九
頁
。
前
掲
、「
陸
軍
大
学
概
況
」、

二
三
九
頁
を
参
照
し
た
。
教
官
名
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
ま
ま

並
記
し
て
お
い
た
。
な
お
ド
イ
ツ
人
教
官
名
の
読
解
に
あ
た
っ
て
、
鈴
鹿
国
際
大
学

氷
見
潔
先
生
か
ら
貴
重
な
ご
教
示
を
え
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
る
。

36　

郭
汝
瑰
、
前
掲
書
、
七
九
頁
。

37　

楊
杰
「
二
十
五
年
度
陸
大
教
務
之
回
顧
（
丙
）
結
言
（
二
）」（『
陸
大
月
刊
』
第
三

巻
第
一
期　

中
華
民
国
二
六
年
一
月
一
日
）。

38　
「
陸
軍
大
学
組
織
法
」
第
一
六
条
。

39　

成
立
時
期
は
一
九
三
二
年
秋
ご
ろ
と
い
う
説
も
あ
る
。
ま
た
楊
杰
は
軍
事
学
を
研

究
し
て
い
る
既
卒
者
を
一
〇
人
集
め
て
予
備
教
官
と
し
て
採
用
し
、
兵
学
研
究
会
を

組
織
し
た
と
い
う
。
時
期
は
南
京
に
移
転
後
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。
以
下
、
特
に

断
り
の
な
い
限
り
、「
本
校
兵
学
研
究
院
組
織
条
例
」（
民
国
二
四
年
二
月
修
正
）（『
陸

大
月
刊
』第
一
巻
第
四
期　

雑
俎　

民
国
二
四
年
四
月
一
日
）に
よ
る
。
本
史
料
は「
陸

軍
大
学
兵
学
研
究
院
組
織
条
例
」（
一
九
三
五
年
四
月
二
四
日
公
布
）、『
民
国
時
期
的

陸
軍
大
学
』
一
九
九
四
年
、
二
六
七
―
二
六
九
頁
所
収
と
同
一
内
容
で
あ
る
。
た
だ

し
後
者
に
は
編
成
表
と
俸
給
表
が
な
い
。『
中
華
民
国
史

案
資
料
滙
編
』
第
五
輯
第

一
編　

軍
事
（
一
）、
三
四
三
―
三
四
七
頁
所
収
の
条
例
と
も
同
一
内
容
で
あ
る
。
た

だ
し
、
後
者
に
は
俸
給
表
が
な
い
。
編
成
表
は
あ
る
も
の
の
軍
事
委
員
会
が

一
九
三
六
年
一
月
に
修
正
し
た
と
あ
る
。
確
か
に
教
職
員
数
減
が
認
め
ら
れ
る
。
編

譯
官
（
編
集
翻
訳
官
）
の
定
数
が
四
名
か
ら
二
名
に
、
絵
図
員
（
製
図
員
）
は
二
名

か
ら
一
名
に
、
司
書
も
四
名
か
ら
二
名
に
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
公
役
は
上
等
兵
か

ら
四
等
に
変
わ
っ
て
い
る
。

40　
「
本
校
兵
学
研
究
院
組
織
条
例
」
第
一
、三
、四
条
。
三
〇
歳
か
ら
四
五
歳
が
最
適
で

あ
る
理
由
と
し
て
、
楊
杰
は
「
こ
の
年
齢
は
体
力
強
壮
で
、
精
神
力
も
旺
盛
で
あ
り
、

山
も
尾
根
も
越
え
て
、
寒
さ
と
飢
餓
に
も
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
学
生
と
同
じ
よ

う
な
条
件
で
行
動
し
て
苦
労
を
と
も
に
で
き
る
。
さ
ら
に
政
府
は
優
秀
な
人
材
を
三

年
間
外
国
に
留
学
さ
せ
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。
三
年
間
在
外
留
学
し
て
も
、
ま
だ

三
〇
数
歳
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
帰
国
し
て
か
ら
も
十
分
国
家
に
恩
返
し
で
き
る
年
齢

で
あ
る
」
と
研
究
員
に
説
明
し
て
い
る
（「
教
育
長
紀
年
週　

対
第
三
期
研
究
員
入
学
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訓
話
」（『
陸
大
月
刊
』
第
一
巻
第
六
期　

民
国
二
四
年
六
月
一
日
）。

41　
「
本
校
兵
学
研
究
院
組
織
条
例
」、
第
一
一
条
。

42　
「
本
校
兵
学
研
究
院
組
織
条
例
」、
第
二
、四
条
。

43
「
本
校
兵
学
研
究
院
組
織
条
例
」、
第
二
条
。

44　
「
本
校
兵
学
研
究
院
組
織
条
例
」、
第
五
条
の
附
表
、「
陸
軍
大
学
校
兵
学
研
究
院
編

成
表
」
に
よ
る
。

45　
「
本
校
兵
学
研
究
院
組
織
条
例
」、
第
六
条
。

46　
「
本
校
兵
学
研
究
院
組
織
条
例
」、
第
六
条
、
第
八
条
。
な
お
兼
任
研
究
員
に
は
証

書
は
発
布
さ
れ
な
か
っ
た
。

47　
「
本
校
兵
学
研
究
院
組
織
条
例
」、
第
一
〇
条
。

48　

楊
杰
「
二
十
五
年
度
陸
大
教
務
之
回
顧
」（『
陸
大
月
刊
』
第
三
巻
第
一
期　

民
国

二
六
年
一
月
一
日
）
の
（
乙
）
設
計
（
一
）
研
究
院
教
育
計
画
之
革
新
。

49　

楊
徳
慧
は
前
掲
伝
記
で
、
人
材
は
養
成
さ
れ
た
と
し
て
い
る
（
一
五
七
頁
）。

50　
『
陸
大
月
刊
』
第
一
巻
第
六
期
（
民
国
二
四
年
六
月
一
日
）。

51　

前
言
『
陸
大
月
刊
』
第
一
巻
第
一
期
。『
陸
大
半
月
刊
』
は
未
見
。『
陸
大
周
刊
』

は
一
九
二
九
年
一
〇
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
、
次
い
で
『
現
代
軍
人
』
は
一
九
三
四

年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
伍
杰
主
編
『
中
文
期
刊
大
詞
典
』（
北
京
大
学
出
版
社
・

二
〇
〇
〇
年
）
も
『
陸
大
周
刊
』
の
あ
と
に
『
陸
大
半
月
刊
』
が
出
版
さ
れ
た
と
解

説
し
て
い
る
（
一
〇
〇
七
頁
）
が
、『
陸
大
月
刊
』
第
一
巻
第
一
期
の
前
言
に
基
づ
い

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
陸
大
月
刊
』
の
あ
と
に
、『
現
代
軍
人
』、『
陸
大
月
刊
（
復

刊
）』
が
出
版
さ
れ
た
。

52　

研
究
論
文
の
主
題
や
執
筆
陣
か
ら
の
分
析
も
こ
の
時
期
の
軍
事
学
的
焦
点
と
中
華

民
国
軍
事
情
勢
と
を
解
明
す
る
方
法
の
一
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。

53　

楊
杰
「
巻
頭
語
」（『
陸
大
月
刊
』
第
一
巻
第
一
期　

民
国
二
四
年
一
月
一
日
）。

54　

楊
杰
「
巻
頭
語
」（『
陸
大
月
刊
』
第
二
巻
第
一
期　

民
国
二
五
年
一
月
一
日
）。

55　

文
脈
か
ら
す
れ
ば
満
洲
国
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

56　

綏
北
は
綏
遠
省
北
部
地
域
。
綏
遠
省
は
ほ
ぼ
現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
中
部
に

あ
た
る
。
一
九
二
八
年
九
月
、
南
京
政
府
が
綏
遠
特
別
区
を
改
め
て
設
置
し
た
。
省

会
は
帰
綏
県
（
現
、
呼
和
浩
特
市
）
と
し
た
。
一
九
三
七
年
一
〇
月
、
綏
遠
の
大
部

分
の
地
域
が
日
本
軍
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
た
。
楊
杰
は
こ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
綏
遠
省
は
一
九
五
四
年
に
解
消
さ
れ
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
合
併
さ
れ

た
（
周
振
鶴
主
編　

傅
林
祥
・
鄭
宝
恒
著
『
中
国
行
政
区
画
通
史
』
中
華
民
国
巻
、

復
旦
大
学
出
版
社
・
二
〇
〇
七
年
、
四
三
二
―
四
三
九
頁
）。

57　

楊
杰
「
巻
頭
語
」（『
陸
大
月
刊
』
第
三
巻
第
一
期　

民
国
二
六
年
一
月
一
日
）。

58　

謝
本
書
「
南
楊
北
蒋
―
楊
杰
蒋
方
震
之
比
較
研
究
」（『
軍
事
史
林
』
一
九
八
九
年

第
五
期
）、
三
七
―
四
一
頁
。
両
者
の
共
通
点
は
欧
州
各
国
へ
の
視
察
実
績
が
陸
大
運

営
に
好
影
響
を
与
え
た
と
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
東
西
各
国
の
軍
事
、
政
治
、
経
済
、

社
会
体
制
を
見
聞
し
た
こ
と
で
、
日
本
と
欧
州
の
両
方
の
軍
事
知
識
を
吸
収
し
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

〔
謝
辞
〕
本
稿
で
利
用
し
た
『
陸
大
月
刊
』
は
中
国
国
家
図
書
館
・
人
民
大
学
図
書
館
・

北
京
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
閲
覧
に
際
し
て
懇
切
丁
寧
に
対
応
し
て
い
た

だ
い
た
各
館
館
員
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
鈴
鹿
国
際
大
学
准
教
授
）


